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平成２５年第４回豊能町議会定例会会議録（第３号） 

 

年 月 日 平成２５年８月２８日（水） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １４名 

       １番 橋本 謙司      ２番 井川 佳子 
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      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一      副 町 長  中井 勝次 
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上下水道部長  高  秀雄      教 育 次 長  今中 泰行 

消 防 長  西本 好美      会 計 管 理 者  川上 和博 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  乾  利昭      書 記  杉田 庄司 

書 記  高橋 欣也 
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議 事 日 程 

平成２５年８月２８日（水）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 

日程第 ２ 第１号認定 平成２４年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認 

            定について 

      第２号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業 

            勘定歳入歳出決算の認定について 

      第３号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計診療 

            所施設勘定歳入歳出決算の認定について 

      第４号認定 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

      第５号認定 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定 

            歳入歳出決算の認定について 

      第６号認定 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳 

            出決算の認定について 

      第７号認定 平成２４年度豊能町生活排水処理事業特別会計 

            歳入歳出決算の認定について 

      第８号認定 平成２４年度豊能町水道事業会計決算の認定に 

            ついて 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  日本共産党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  皆さん、おはようございます。 

  日本共産党の高尾靖子でございます。議

長から御指名を受けましたので、一般質問

をさせていただきます。通告どおり行いた

いと思いますので、理事者側におきまして

は、誠意ある御答弁を、どうかよろしくお

願いいたします。 

  それでは、いきます。今、社会情勢が、

経済情勢が上がったり下がったりというよ

うな変動で大変な状況であります。庶民に

とってはなかなかいい生活になったという

感じがうかがえないという声をよく聞きま

す。そういうもとで豊能町の財政も逼迫し

ている中で、今回、質問、そういう立場で

質問をさせていただきます。 

  まず、第一は光風台駅前エスカレーター

についてでございます。昨日も質問があり

ましたけれども、６月議会でエスカレータ

ーを更新するということを御答弁されまし

た。これ町長の答弁でございますが、同時

に２５日には自治会から、新光風台の自治

会の主催ということで、意見を聞く会があ

りまして、議員候補になられる方が招集さ

れてということで、アンケートに答えて出

席したということなんでございますが、そ

の中で、エスカレーターが先行されて行わ

れるというふうに聞いています。 

  私は６月議会に豊能町長にお聞きしたの

は、自治会、光風台自治会と新光風台自治

会に対して懇談会をするので、その場に出

ていろいろと御意見も聞きたいというふう

におっしゃって、その中で検討会を再度、

持たれるのかどうか、確認する必要がある

んじゃないかなというふうに言いました。

町長は、そのことを、出席された中で確認

をされてきたのかどうかですね、お伺いし

たいと思います。 

  まず、その１点、お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの高尾議員の御質問にお答えい

たします。 

  それにつきましては、この８月に両自治

会長様とお話をさせていただきまして、両

自治会長様ともエスカレーター更新という

御意思を確認させていただきましたという

ことですので、検討会を改めて開くという

ことまでには至らずに確認はさせていただ

いたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  両自治会の懇談ですので、そういう新光

風台、光風台の住民の皆さんの総意でエス

カレーターを更新するというふうにとった



 

 3－4 

らよろしいんでしょうか。そのことをちょ

っと確認します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。そのように両自治会

長様からお話がありましたので、また、こ

の２月にも文書で両自治会長様から、早期

のエスカレーター更新という御意思もいた

だいておりますので、私は、そのように理

解しております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ２月にいただいたということはお聞きし

ておりましたけれども、この検討会を最終

的にまとめて終わるということではなく、

もうその両自治会の懇談会に出席されたの

が、もうそれが最後で、決定したというこ

とでございますか。 

  もう一度、確認させていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  懇談会に出席というよりは、まず、２月

にも御意思、確認をいたしておりますし、

また、再度、この８月にも来ていただきま

して、両者の御意思を確認させていただい

たというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ３月にはですね、いろいろとエレベータ

ーやエスカレーター、いろいろなお話もあ

るので、そういうところでの、どうするか

というような、町長としては答弁には当惑

されていたような気がいたしますけれども、

今回は町長が公約で更新するというふうな

ことも述べられています。その中で改めて

そこでも訴えられたんですか、やっぱり更

新するということも意思として、豊能町の

意思として明確に述べられたと同時に、両

自治会も更新を、そこで決定されたと、最

終的に、それでよろしいですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私は、そういった形ではなくて、エスカ

レーター更新ということについて、最終の

御意思を確認させていただいたということ

で、私が、これをするからという話ではな

くて、両自治会の御意思を、来ていただい

たときには、そういった形で御意思を確認

させていただいたということでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩します。 

（午前 ９時３７分 休憩） 

（午前１０時３５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  高尾議員の質問にお答えいたします。 

  まず、言葉足らずで誤解を受けたことを

まずお詫び申し上げます。申し訳ございま

せんでした。 

  私先ほど、申し上げたかったのは、先ほ

ど高尾議員からもありましたように、６月
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の議会で、住民の意見も聞いてということ

がございましたので、自治会の代表者であ

る両自治会長を豊能町に来ていただきまし

て、お話を伺ったと。 

  その中で、私ちょっと、誤解を受けまし

たのが、私の意思としては、エスカレータ

ー更新ということは、変わらないんでござ

いますけれども、そういったことを最初に

申し上げたら、誘導するということになる

と思いましたので、私は、ですからそうい

ったことはまず最初は申し述べずに、両自

治会長様にエスカレーターの更新というこ

とについて御意志を確認させていただいた

と言うことでして、先ほどそういった意味

では、誤解を与えてしまいまして申し訳ご

ざいませんでした。 

  その中で、両自治会長様もエスカレータ

ーの早期の更新を望まれていると。私とし

ても、そういったことも望んでいるという

ことが両方合いましたので、エスカレータ

ーの更新ということで、進めさせていただ

きたいということを、考えております。以

上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩いたします。 

（午前１０時３６分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  この際、議長から一言申し上げます。 

  先ほど高尾議員の一般質問に対して、町

長がお答えになったことに対する、それは

３月議会、６月議会で答弁された趣旨と大

きくかけ離れるという形で中断してまいり

ました。そして、中断した中で、豊能町議

会として６月議会において、町長が発言さ

れた内容の記録を全員、全て見ました。そ

の検討結果については、これ以降、また、

やりますが、しかしながら、３月議会、６

月議会で町長の発言は一貫しておりません。 

  特に６月議会においては、一般質問の初

日と二日目にも発言がちがいました。そし

て、二日目には前日のテープを起こして、

そして、議論を進めました。その間、２回

にわたって町長は、議会の進行に多大な御

迷惑をおかけしたことに対して深くおわび

申し上げます。また、昨日の話と今の話で

は言葉足らずで誤解を与えてしまいました

ことに、まず、おわび申し上げます。この

ような発言もございました。 

  その間、たびたび中断いたしました。こ

の一般質問において、中継はインターネッ

トを通じて放送が行われることは御存じか

と思いますが、たびたびの中断で非常に住

民の皆様には、何が何やわからないという

ような疑問もございましょうが、ここで改

めて議事進行に関して、議長からおわび申

し上げます。 

  ただ、先ほども申しましたように、その

責めは議会だけでなく、田中町長にあるこ

とは明白であります。このことを踏まえて、

そして、６月議会の最終日の結果も踏まえ

て、問責決議案の結果も踏まえて反省を促

したいと思います。 

  それでは、暫時休憩し、先ほど申し上げ

ました、この取り扱いを巡って、この議会

の取り扱いを巡って議員全員で協議いたし

ますので、暫時休憩いたします。 

  １５分から行います。どうも申しわけご

ざいませんが、しばしお待ちいただきます

ようにお願い申し上げます。 

（午後１時０４分 休憩） 

（午後３時１０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  長らくお待たせいたしました。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  町長から発言を求められておりますので、

これを許可します。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは、議事進行に御迷惑をおかけする

ような答弁をいたしましたことを議長並び

に議員各位におわび申し上げます。 

  先ほどの答弁で、私の意見ではなく光風

台、新光風台両自治会長の御意見によって

エスカレーターを決めたと受け取れるよう

な発言をいたしましたが、この発言は撤回

いたします。よろしくお願いいたします。 

  両自治会長の御意見は参考としてお聞き

しましたが、エスカレーターを決めたのは

私であって、自治会長の意見によって決め

たものではございません。 

  また、６月議会において、検討すると申

し上げた点については、具体的に特質を検

討したものではありませんが、６月以降、

再度、職員間で議論をいたし、その議論を

踏まえた上で、これも私がエスカレーター

と決めたものでございますが、今後も職員

間の議論は深めてまいります。このような

経過ではございますので、改めて御説明申

し上げましたが、議事進行に御迷惑をおか

けしましたことを深くおわび申し上げます。 

  申しわけございませんでした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  この光風台の駅前エスカレーターの問題

は住民の足として重大な関心事であります

ので、ぜひ、そこのところは慎重に進めて

いただきたいと思います。 

  では、次に移ります。国は来年の通常国

会に介護保険法改正案を出す予定です。改

正案は軽度者向けのサービスの見直し、要

支援、要介護の認定を受けた人、５５４万

人、これは２０１２年１２月時点でござい

ますが、その約５０万人を保険給付の対象

から外すもので、制度の原則、被保険者と

の約束をないがしろにするものです。 

  政府はボランティア、ＮＰＯなどに任せ

る地域支援事業などを受け皿とすることを

決めています。保険給付のサービスには全

国一律で人員や運営の基準が定められてい

ますが、受け皿とされる地域支援事業には、

そうした基準がありません。今、要支援者

が主に利用している訪問サービスは掃除や

料理などの生活援助、また、ひとり暮らし

の高齢者がたくさんおられます。認知症に

早く気づいて適切な援助、高齢者のささい

なくせや生活習慣を大事にするなど、言葉

をかけ、笑顔で接しています。これは教育

を受け、継続して生活の中に入っているヘ

ルパーだからできることです。精神的なサ

ポートをしています。そうしたサポートを

奪ったら、生活の意欲を失って健康が害さ

れていきます。 

  利用料やサービス内容も市町村が裁量で

決めるというものです。国の責任放棄であ

り、必要な支援が用意される保障はありま

せん。長生き社会の基盤が崩れるものです。

今の状況と対策について、この件について

御認識なさっているかどうか、お尋ねをい

たします。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  議員が御指摘された、その件につきまし

ては、平成２５年８月６日でございますが、

社会保障制度改革国民会議によって、まと

められました社会保障制度改革国民会議報

告書の中にうたわれておるものでございま

す。そして、今秋からとは思いますが、こ

の秋からでございますが、それに基づいて、

先ほど議員、指摘された要支援者に対する
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介護予防給付については、市町村が地域の

実情に応じ、住民主体の取り組み等を積極

的に活用しながら、市町村事業に移行させ

ていくべきというところを抑えておられる

と思いますので、その制度につきましては、

今後、国、府によりまして詳細な制度の改

革が見通せるものと思われますので、現時

点においては、まだ、詳細は不明でござい

ます。なのでスムーズに私どもの制度を移

行できるように情報収集に努めまして、進

めてまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  この改正案を、ぜひ市町村としてもです

ね、やはりこういう要支援、支援者を守る

ために撤回するような要望を、ぜひ出して

いただきたいと思っております。高齢化を

支えるために町として国庫負担割合２０％

に下げられております、これをもとの５

０％に戻すことを強く求めるべきと思いま

すが、対策など、ありましたら御答弁をお

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  国よって基本の方針が示され、市町村事

業に移行させていくべき、また、国のほう

で、その詳細な制度設計が始められており

ますので、私どもといたしましては、その

制度の推移を見守り、先ほど申し上げたス

ムーズに制度改革が進められるように進め

てまいりますとしか、言いようがございま

せんので、申しわけありません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  豊能町も高齢化が進んでいる、これをや

はり支えるという立場で、自治体として強

い要望を発信していっていただきたいと、

そういうふうに思いますので、この介護保

険料の使用料、利用料ですね、この点を軽

減できるような要望を、ぜひ出していって

いただきたいと思います。これは要望して

おきます。 

  次に、いきます。私は６月議会でタウン

ミーティング提案をいたしました。町長は

地区福祉委員会とのミーティングを実施す

ると答弁されております。地区福祉委員会

での出された懇談内容とか、どのような意

見や要求があったのか、お伺いしたいと思

います。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  ６月の議会で答弁をいたしました地区福

祉委員会との懇談会でございますが、６地

区福祉委員会がございますが、現時点にお

きまして８月９日の時点でもちまして、４

地区との懇談が終わっております。具体に

は光風台、吉川・ときわ台、希望ケ丘、東

能勢の地区福祉委員会でございます。その

中での懇談会ですので、意見の交換をさせ

てもらいました。また、町長の強い思いも

あり、実際に地区福祉委員会の活動をされ

ておる方々と膝をつき合わせて率直な意見

の交換をしたわけでございますが、その中

での地区福祉委員会での思い、願いという

ものは、例えばでございますが、交流会を

持ちますときに、世代間交流の交流会を持

ちますときに、例えば、たこ焼きであると

か、焼きそばであるとか、そういうものの

備品については、地区福祉委員個人のおた
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くで預かり、保管しておると。なので、そ

の活動の内容を鑑みたときに、町のほうで

何とか置き場所とかを工面してもらえない

だろうかというふうな意見がございました

し、広報において、広報とよので何とか地

区福祉委員会の活動の広がりを広報しても

らえないであろうかとか、そのような意見

の交換があり、また、願いがあり、私ども

といたしましても、実際に金銭に応じると

か、予算に計上するというところまでは至

らなくとも、私どものほうの町の側の努力

で応えることがでるきものについては、何

とかしようということで、部課長会議にも

諮っておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今、用具などの置き場所というふうな要

望が出たということでございますが、今、

土日などで、この豊能町の横の倉庫で野菜

販売をされておりますね。これは無料でお

貸しになっているんだと思いますが、そう

いうところ、場所も提供されて、置き場所

はね、あると思いますのでね、そういうと

ころをぜひ、使えるように協力をすること

が大事だと思います。 

  やっぱり福祉委員の方の個人の持ち物で

はありませんのでね、その点の町としての

後押しとしての協力、ぜひ進めていってほ

しいと思います。これはぜひ、即座にお願

いしたいと思います。 

  次に移ります。また、タウンミーティン

グの続きですけれども、町はひとり暮らし

の方がふえていることを認識されていると

思いますが、介護の専門家も安心して暮ら

せる住宅施設を近くに必要というようなこ

とを私も聞いておりますが、住民との協働

でできるような取り組みとしての何かお考

えをお持ちなのかどうかですね、お伺いし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  議員、御指摘の御質問の件につきまして

は、サービスつき高齢者住宅のことをおっ

しゃっておられるのかと推察いたします。

これにつきましては民間法人、法人が原則

ということでございまして、なかなか難し

いものがあると思います。実際に住民との

協働でというよりは民間法人が建てる。ま

たは、町といたしましても誘致を進める。

なので主体としては民間法人ということに

なりますので、そういう点を鑑みたときに

は住民の思いというものは強いものがござ

いましょうが、協働という面についてサー

ビスつき高齢者住宅に関しましては、比較

的協働は難しいのかなという思いを持って

おりますが、いずれにいたしましても住民

の、また、高齢者の方々の思いというもの

は受けとめさせていただきまして、今後、

介護保険の事業計画であるとかに、アンケ

ートを通して、その思いを計画していきた

いと思いますので、お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひ、そういう温かい町政ですね、進め

ていっていただきたいと思いますが、田中

町長も祥雲館のほうに出かけられましてで

すね、こういう福祉のいろいろな催しに呼

ばれて、行かれて、そういう中で皆さんの

要望に対しての熱いお答えというか、お言

葉を述べられたというふうに聞いておりま

すが、町長としては、どのようなことを述

べられたのか、ぜひお聞かせください。 
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  手短にお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほどの木田部長からも話がありました

ようなサービスつき高齢者住宅、こちらに

つきましては、現在、プロジェクトチーム

で検討しているということもありまして、

そういったことで、私どもも現在、検討し

ているところでございますといったことで

語らせていただいたということでして、手

短にということでしたので、とりあえず、

こういうことです。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  プロジェクトチームで検討しているとい

うことは、本当に前向きな方向に進んでい

るんだと思いますの、これぜひ実現させて

いくような方向で進めていっていただきた

いと思います。 

  次に、教育の問題についてお伺いいたし

ます。 

  中学校の給食については、この８月に民

間調理場活用方式、デリバリー方式ですね、

業者、決定されました。町は食育重視の教

育を推進しているわけですけれども、デリ

バリー方式では、献立作成や食材の調達、

産地、国産か輸入かなど、行政の監視は届

かず、食育は不可能です。小学校給食は自

校方式でやっておりますけれども、そうし

た同様の給食体制は無理かと思っておりま

す。 

  地産地消、野菜、地元のお米など使用を

できるように申し出をされているのかどう

か、それがまた、実現可能なのか、お伺い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず、委託事業者、選定いたしました委

託事業者は豊能町中学校給食調理業務委託

仕様書を十分理解された事業者ということ

で判断しておりまして、献立の作成につき

ましては、献立ごとに栄養素、それからカ

ロリーと、カロリーの量の詳細を作成する

こと、これが第１点。 

  それから、第２点、食材料の購入につい

ては、豊能町教育委員会の確認上、調達す

ること。 

  それから、３点目、地産地消については、

豊能産のお米を使用するなど、例として大

阪北部農協のシルク２１というところで例

示をさせていただいて、説明をさせていた

だいたんですけれども、地産地消に努める

こと等を、この仕様書のほうに明記してお

りまして、食材料の仕入れ先の結果につい

ても教育委員会が随時チェックするという

ことといたしておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  その辺の業者への指導体制と監視という

言い方はちょっと厳しいかもしれませんけ

れども、そうした成長盛りの子供たちの食

材、本当に大事だと思います。今、表示さ

れていない食品の添加物、また、コストを

安くするために輸入品を入れて遺伝子組み

かえなどの食品が本当に出回って、その影

響は将来どのように出てくるかというのが、

まだ、わかっておりません。そういう中で

の問題をぜひ、解決できるようにですね、
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きちん指導体制もとっていただきたいと思

いますし、中には、こういう話も聞きまし

た、チルドハンバーグが半解凍になってい

たり、異物が混入されていたというような

問題も聞いております。それも新聞には掲

載がありました。そういうもとで安全な食

品、また、喫食の問題もありますが、成長

期に大切な、食品での健康づくり、そうい

う体制がやはりできるようにしていってい

ただきたいと思います。 

  また、アレルギー対策についてお尋ねい

たします。これは御答弁、願いたいと思い

ますが、府の基本的な考え方である全員喫

食とありますけれども、町はアレルギーを

持つ生徒さんからはですね、前回、小川教

育長のときにはですね、弁当持参というこ

とを答弁されておりました。今回について

は、申し出により対策がとれるようなお話

もあったかと思いますが、食育を進める観

点等は矛盾した実態になるというふうに思

うわけですけれども、こうした問題が解決

されるためにですね、やはり保護者への説

明も求められるものですが、その点はどう

いうふうにされているのか、お尋ねします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  今回の委託事業者ですが、アレルギーを

引き起こす食材の除去につきましては、本

町生徒のケースでは、ほぼ全てのケースに

対応できると考えております。生徒全員が

給食を食べる全員喫食、これを実現できる

ものと考えております。 

  まず、２点目でございますが、どうして

も、この除去食ということで、除去のみで

メニューが対応できないケースの場合には、

かわりのもの、アレルギーを引き起こさな

いかわりの食材で代替メニューということ

で、大きく分けてメニューを二つ、別に用

意させていただくという考えで、これから

業者と調整をさせていただきたいと思いま

す。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  万が一というのがなければいいんですが、

万が一にですね、そういうアレルギー体質

の生徒さんが、食品についてアレルギーを

起こした場合の、そういう責任の所在とい

うのは、どういうふうな事態になりますか。

その辺のとこをお聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  アレルギーを引き起こす子供さんについ

ては、事前に調査をしておりますので、保

護者からもらった情報に基づいてメニュー、

献立をまず提示して、その中で起こり得る

ことを除去した上で、間違いなく本人の手

元へ届くまでは責任を持って業者の手でお

配りすると、配膳まではお配りするという

ことで、体制を整えていきたいと思ってお

ります。 

  ただ、この際の事故が、もし起こった場

合の責任については、給食の実施主体は豊

能町ですので、最終的には豊能町が判断さ

せていただくということにはなるんですけ

れども、事故原因を究明するのは豊能町の

責任ということで考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  そこのところを、ぜひとも慎重に、また、

業者指導ができるような体制をいつでもつ
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くっておくようにですね、ぜひ定期的な監

査というんですか、そういうところの指導

体制ができるようにですね、見守っていっ

ていただきたいと思います。 

  このところで育ち盛りの子供たちにとっ

てはですね、やはりただ、空腹を満たすだ

けではなく、心と体を豊かに育むような中

学校給食を実現したいと願うのが今、周り

の皆さんの願うことでございます。そうい

うことでの中学校給食の食育を進める上で

の町としての専門の管理や指導者の配置は

どのようにされるのかですね、その点、お

聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  中学校給食においても栄養管理、それか

ら、衛生管理、また、生き抜く力の醸成の

ための食育を充実することは重要であると

考えております。 

  小学校給食と同様に、やっぱり管理指導

者の配置が必要であるとは考えております

が、デリバリー方式での教員の加配という

ところについては、まだ、結果がまだ、出

てない状態で、配置の方法については今後、

ちょっと検討してまいりたいと思っており

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひ、そういう専門の管理指導の教諭と

いいますか、配置できるように配慮すべき

だと思いますので、獲得してください、ぜ

ひよろしくお願いいたします。 

  次に、同じ中学校の給食のことですが、

給食費については、どれぐらいの月額にな

ってくるのかですね、お伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  現在、小学校でございますが、月額3,７

００円、保護者負担をいただいております。

中学生になりますと、量、それから質とも

多くなると考えられ、また、特に地産地消

を推進するということとしておりますので、

今のところめどとして、月額では4,５００

円をめどとしてメニューのほうを業者と決

定していくというところで、メニュー次第

では、やっぱり欲張ったというか、地産地

消をどんどん推進していくだけではないん

ですけども、メニューを欲張っていくと保

護者負担が高くなるので、そのあたり負担

が重くならないようにメニューの決定をし

てまいりたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  この給食費については、保護者への説明

会を持たれると思いますけれども、次に、

国がですね、８月から生活保護基準を引き

下げることについてですね、６月議会で要

保護、準要保護認定に際して就学援助等に

影響が出ないかどうか確認してきました。

実際、安倍政権が２年半かけて平均6.５％、

最大１０％引き下げることを決めて、８月

から引き下げが行われていますが、生活保

護受給者への生活を直撃するばかりでなく、

就学援助や介護、国保、保育など、国民生

活を支える各種制度に深刻な影響を与える

ことが明らかになっております。政府は、

できる限り影響が及ばないようにすると言

っていますけれども、何の保障もないです。 

  私は、要保護者、準要保護者としての就

学援助を受けている人で、引き続き認定す
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るように求めてきましたけれども、この対

応についてお尋ねいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  経済的理由によって就学困難と認められ

る児童・生徒の保護者に対する、いわゆる

就学援助につきましては、生活保護基準が

引き下げられましても、その影響が及ばな

いように認定に際して配慮することとして

おりまして、今回、始めます中学校給食は

全員喫食でございますので、給食費につき

ましては就学援助の対象とさせていただき

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  これは全員喫食というのが条件ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  就学援助費の給食費につきましては全員

喫食ということが、給食を実施されている

という判断になりますので、全員喫食が豊

能町でも実施できるものと考えております

ので、対象とさせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひ、その点を重視して、全員喫食がで

きるように、また、安全な給食が配食でき

るような体制を指導していっていただきた

いと思います。 

  次に、東ときわ台小学校の校舎の老朽化

についてですけれども、校舎の外部から非

常階段があるのが見えます。壁が一部はが

れておりましてね、道路から見ていると、

いつ何かがあれば事故につながるのではな

いかと、そういうことを感じますけれども、

安心・安全な場であるはずの学校ですので、

早期改修の計画を求めるわけですけれども、

その点のお考えをお聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  本年度の予算として東ときわ台小学校の

校舎の大規模な改修、これがどのレベルの

建築費がかかるかということがわからなく

て、昨年度の補正予算に、すぐ出せなかっ

たというような事情がございましたので、

設計のための業務委託料を本年度、予算化

しておりまして、今現在、工事を実施する

ための設計のための項目を上げるというか、

調査を今、学校現場を見ながら調査作業を

行っておりまして、その後、実施設計をい

たしまして完了後、御指摘の箇所も含めま

して、内外装の改修工事を、どのレベルで

進めるべきかの判断をさせていただきたい

と思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ぜひ安全な学校でありますようにですね、

その点はすぐに取りかかれるような方向で

お願いしたいと思います。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

  次に、まちづくりについてでございます

が、人口減に加え、町の税収が年々落ち込

んでいます。人口減に歯どめをかけるため

の歳入見込み、そういったまちづくりの施

策のお考えというか、計画をプロジェクト

チームなり、今、政策委員会とかですね、

町内で、どのようなお話になっているのか、

お聞かせ願いたいと思います。 



 

 3－13 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  非常に大きい御質問でございます。歳入

増加の見込みのあるまちづくりというよう

なことでございます。 

  歳入の増加イコール税収の増加というふ

うに思いますが、やはりそれは若い方、そ

れから、生産年齢層の方、これらの方が転

入してくださる、また、転出を思いとどま

って定住してくださる、これが一番必要で

あろうかなというふうに思っておるところ

でございます。 

  これらの方々をターゲットにしまして、

昨年度も行いましたが、豊能に住もうとい

うチラシ、これもまた、今年度、第２弾を

つくりまして、豊能町の住環境であります

とか、豊能町の特徴、それから、子育て支

援策、これらを町外に向かって発信をして

いきたいというふうに、また、考えており

ます。 

  それから、どうしても交通の面、交通の

利便性、これらも若い方々、生産年齢人口

の方々については、必要だろうということ

で、これらの充実も必要であろうというこ

とで、その新たな交通網の整備ということ

についても検討を進めてまいりたいと、基

本的には、このような考えでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  高齢者の方、また、若い方、子育て中の

方が安心して住めるまちづくりを目指して

おられると思うんですけれども、今、おっ

しゃったように交通網の充実、利便性、こ

れぜひとも、東西バスの存続も含めてです

ね、続けて、継続していっていただきたい

と思いまして、これで議会の一般質問を終

わらせていただきます。 

  どうぞよろしくお願いします。ありがと

うございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、日本共産党の一般質問を終わり

ます。 

  高尾議員におかれましては、長時間一般

質問の時間でございましたが、御苦労さま

でした。 

  次に、豊政クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  ８番、竹谷勝です。ただいま御指名をい

ただきましたので、一般質問を行います。 

  理事者の皆さんには大変お疲れかと思い

ますが、的確な答弁をお願いをしておきま

す。 

  通告に従って進めさせていただきます。

まず、町政運営について、本町は現在、５

年間で１億円削減という財政再建計画の取

り組み中でございます。町長が就任をされ

まして、ちょうど約１年、残り２６年度末

まで２年弱がございます。現在、取り組み

中の財政再建計画について、今後の方針に

ついてお聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  財政再建計画、現在の計画の今後の取り

組みにつきましてでございますけども、現

在の計画につきましては、今年度限りとい

うことにいたしまして、来年度からは新し
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い財政再建化策、これに取り組んでまいり

たいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そこで一般会計の基金の残高のことなん

ですけども、ちょうど平成２２年４月号、

町報とよのに掲載されております、財政再

建に向けて皆様の御理解と御協力をお願い

しますという冊子の中に、当時、平成２２

年度当初予算の段階で町の基金の残高が８

億４００万円にまで減りましたとなってお

ります。 

  明日から決算があるわけなんですけども、

平成２４年度の決算資料を見ますと、基金

の残高が約２９億3,５００万円と大幅に増

加をしております。もちろんこの間の種々

の財政再建計画の効果の一端だと思ってお

りますが、この大幅に増加した要因といい

ますか、どういうことが考えられるのか、

その辺についてお聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  基金の見込み額が相当ふえておるという

点でございます。これにつきましては、財

政再建計画に取り組んだこと、この効果は

もちろんのことでございますけども、国の

ほうで地方交付税の総額の確保が図られた

り、この間の政権交代によって、臨時交付

金といいますか、そのような国の交付金が

多数ございまして、それらを本来やるべき

事業に充てることができて、一般財源を浮

かしたと、その浮いた一般財源は基金に積

み立てるというような方針で取り組んでま

いりました。そのような効果の結果であっ

たというふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  財政の健全性を判断する一つのメジャー

として、私は、この基金の残高、財政調整

基金の残高、特に財政調整基金も大幅にふ

えておるということも一つだと思っており

ます。こういうことを判断すると、豊能町

の財政は数年前に比べたら大幅に好転をし

ておると、そういうふうに私は判断をした

いんですけれども、財政当局の、その辺の

認識をお伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  平成２２年当初から比べて、財政状況と

いうことでございます。今、議員おっしゃ

ったとおり、確かに基金残高はふえており

ますし、この間、実質収支も黒字が続いて

おるというような状況でございますので、

好転をしておると言い切れるかどうかは別

にしまして、基金を積む余裕は、この間は

あったということは確かに言えるというこ

とでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そこで、私いつもよく理解できないとこ

ろがあるんですけれども、豊能町のように

財政規模の小さい、あるいは税収の少ない

ところについては、国のほうが地方交付税

という措置を設けて、全国、どこの市町村

においても一定の行政運営ができるという

ような地方交付税という制度を設けられて

おります。 

  例えば、当町で税収不足、基準財政需要

額に対して収入額が少ないという場合に、

所定の地方交付税をきっちりと交付をされ
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たら、それで財政運営ができるのかどうか、

参考にお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員おっしゃったとおり交付税の仕組み

というのは、基準財政需要額から基準財政

収入額を引いて、その差額が交付税という

ふうに決められております。それは豊能町

の場合、満額ずっといただいておるわけで

すけれども、ただ、臨時財政対策債を合わ

せて満額いただいておるというような格好

となっております。 

  それらを合わせて、それだけで町の財政

やっていけるかというふうに聞かれると、

それはそうではなくて、やはり税収が必要

でありますし、使用料もいただいておりま

すし、国の交付金、補助金、府の支出金、

補助金、これらもいただいておりますし、

全ての収入をもって町の財政をやりくりし

ておるというところで、それが足りなけれ

ば積み立ててきた基金を取り崩すというこ

とで賄っておりますし、なお、足りなけれ

ば町債を発行して借金をして賄うと、この

ような仕組みとなっておるものでございま

して、地方交付税を満額いただいたからと

いって、町政が安定する、やっていけると

いうものではございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  もう少し地方交付税のことを、私の知識

の範囲でお聞きをしたいと思います。 

  地方交付税は法律で決まっておりまして、

所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税

のパーセントが決まっております。普通交

付税の仕組みなんですけれども、基準財政

需要額があって、基準財政収入額がありま

すね。その２５％、仮に普通基準財政需要

額が１００億円として、イーブンで収入額

も１００億円ありましたと、そのうちの基

準財政収入額の２５％は留保財源と、要は、

その町で自由裁量で使える額が２５％ある

と、ということは１００億円のうち２５億

円が留保財源に回ると、すなわち２５億円

が不足するので、それを地方交付税で賄う

と、私は、そのように理解しているんです

けども、そうすると一定量の自由裁量の経

費というのは賄えるんじゃないかなと、基

金をね、取り崩さなくてもできるんじゃな

いかなと、イレギュラーなことがあれば別

ですけれども、そういうふうに私自身、ち

ょっと理解しているんですけども、その辺

はどういう認識なのか、私が間違っている

のか、お願いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ２５％の保留財源といいますか、留保財

源、これはどうして、そういう仕組みにな

っているかといいますと、基準財政収入額

を全部収入として見てしまうと、その市町

村、都道府県、各地方が頑張って収入をふ

やしたら地方交付税が、その分、減ってし

まうというような仕組みになると、地方が

頑張らない。やっぱり収入を一生懸命ふや

して、地方が自由に使うお金をふやした場

合は、その分、やっぱり２５％引いてあげ

て、地方交付税をあげましょうというよう

な国の考え方が一つあろうというふうに思

っております。 

  今、その２５％を収入からさっ引いて地

方交付税をもらえるんやったら、２５％を

自由に使えるし、いいんじゃないかという

ことですけども、これは全国一律に、そう

いう仕組みでございますので、だから、そ
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れがあるから全国の市町村が、都道府県が、

その自由の財源でやっていけるというふう

なことには、飛躍した議論かなと、そうは

ならないのかなというふうな感覚で今おり

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  今、内田総務部長がおっしゃったとおり

だと思うんですけども、私は私なりに、仕

組みを見てみますと、そういう仕組みにな

っているんで、そういうことも含めて、こ

の基金がふえてきたのかなとも思ったりし

ておりましたので、いずれにしても今、国

のほうがお金がなくて、地方交付税じゃな

しに臨時財政対策債というふうな形で国の

国債を発行して、借金という形で地方に配

分しておるということで、これは誰かもお

っしゃってましたけども、後年度で地方交

付税で措置をされますけども、言いかえれ

ば国民一人一人の借金ということなんで、

できるだけ、この辺は減らしていったらい

いというようなお話も聞きました。 

  そういうことで、こういう仕組みであっ

て、財政が好転してきているのかなと、私

は認識もしました。 

  それでは、次に、次の財政再建計画とい

うんですかね、私は財政再建という言葉は、

私はおかしいなと思っておるんですけれど

も、そういう計画、来年度以降ですか、そ

の辺は、どういうプロセスで計画をされて

いるのか、わかっている範囲でお聞きをし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  この次の財政健全化策、新しい財政再建

計画でございますけれども、これは６月議

会でもお答えいたしましたけれども、現在、

財政再建推進室を中心としまして、計画策

定中ということでございます。年内、１２

月議会には、その案といいますか、計画を

お示しできたらなということで、今、進め

ているところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そこでですね、いつもよく言われるんで

すけども、経常経費のかなりの部分を人件

費が占めているということで、職員の皆さ

んには削減をお願いをしているというのが

現状だと思うんですけども、今後、こうい

った人件費について、どのように基本的な

方針といいますか、考え方を持って臨まれ

るのか、お聞きをしたいと思います。 

  というのは、昨年、政権がかわりまして、

現在、アベノミクスと３本の矢というのが

進んでおりますね。為替相場の適正な状況、

あるいは株高、あるいは等々で大手企業と

いいますか、非常に高収益を上げてきてお

ると、今後は中小企業に、それが波及をす

ると、あるいは実体経済に波及をしている

と、あるいは家庭に波及をしていくと、政

府はそういう形で進めていくと思うんです

けれども、今、よく言われているのが、サ

ラリーマンの給料をアップさせないと実体

経済が回復しないとか言われておりまして、

非常にこれから悩ましい問題かなと、次の

財政計画を立てていくときに、そういった

ことも踏まえて、現在、どのような方針で

いこうとされておるのか、お考えをお聞き

したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  新しい財政再建計画でも人件費の考え方
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でございますけれども、我々、その財政再

建のためには、当然、人件費の削減という

ものが必要であろうというふうに考えてお

ります。 

  今、議員、アベノミクスのこともおっし

ゃいましたけど、我々としましては、アベ

ノミクスのことをリンクして、そういう行

政改革というものを考えているものではご

ざいません。人件費の削減は必要であろう

ということは考えておりますけども、その

方法につきましては、人員の削減はもとよ

り、ほかの方法もたくさんあろうかなと、

例えば、今やっておりますのは一律給料カ

ットという方法もありますし、給料制度そ

のものを改正していくという方法もあるで

しょうけども、どのような方法をとってい

くかということは、まだ、議論の途中でご

ざいますし、職員団体とも協議が必要であ

るという状況でございます。今のところお

示しできるような、そういう人件費削減策

というものは、まだ、お示しできるような

形にはなっていないところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  私の基本的なスタンスというのは、やは

り給料の削減も一つかもしれませんけれど

も、それ以外に、やはり仕事の効率化を上

げて、できるだけ職員を少ないというんで

すか、適正配置をして仕事の効率を上げて

総人件費を下げていくというのが、私は一

番いい、理想的なスタイルかなと思います。 

  それと、仕事のできる人といったらおか

しいですけども、やはり必要な人には必要

な配分をして、やはりそういう優劣をつけ

ていく必要があるかなと思っておりますの

で、特に人件費については職員がモチベー

ションを持って日々、業務が、あるいは仕

事ができるように考えていっていただきた

いなと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

  御答弁があったらお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  人件費をさわるということは、どうして

も今、議員おっしゃったとおり職員のモチ

ベーション、これに影響してまいります。

その点については十分考慮をいたしまして、

職員のモチベーションが上がるように、や

る気をそがない、そのような給料制度、人

件費の取り組みというものに努めてまいり

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  もう１点ですね、再建２５項目というこ

とで、いろんな見直し事業が計画されたん

ですけども、その中できょうもありました

エスカレーター問題、光風台駅前のね、そ

れについて、この２２年４月号に掲載をさ

れた直後の６月議会で、私は当時の方に光

風台エスカレーターについて、理事者の皆

さん、どうお考えですかと、どういうふう

に認識されていますかという質問をしたと

ころ、我々は乗ることはないというような

趣旨の答弁をされたんですね。やはり、こ

ういう計画で上げる場合、また、住民に公

表する場合はですね、やっぱり現地現物で

確認をして、実態をよく把握して、そうい

う計画に織り込むということを今後、徹底

していただきたいと、エスカレーターに限

らず、いろんな設備等々ですけれども、や

はり、こういう計画に上げる際にはですね、

よく使用状況とか実態、実情を調べていた

だいて、計画に折り込むように、特にお願

いをしておきたいと思います。 
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  それでは、これは要望で結構です。 

  それでは、次に、交通問題についてお聞

きをいたします。田中町長は高齢者に優し

い公共交通のあり方について検討し、計画

を策定することになっていますということ

で、だったら現在、どのような問題点を持

たれておるのか、明確にされておるのか、

まず、それをお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  現在の公共交通の問題点というところが

ございます。御存じのとおり東西バスにし

ましても、東地区デマンドタクシーにしま

しても、利用者は少ないという状況、これ

は一つございます。それらのことを勘案い

たしますと、やはり東西バスについて、そ

れから、東地区デマンドタクシーについて、

何とか利用がふえるようにというような充

実する方策、これが必要であろうというふ

うに思っておりますし、豊能西線につきま

しては、新光風台の循環と東ときわ台の循

環を一つにしたというようなことで、目的

地から目的地へ行くのは遠回りになったり

するというような御意見も聞いております

し、そのようなこと、もろもろが問題点に

なっておるのかなというふうに思いますの

で、それらを総合的に解決するような公共

交通の整備と、見直しというものが必要で

あろうと、認識をしておるところでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  昨日も質問の中であったと思うんですけ

ども、能勢電とのネットワークというもの

がありました。私も、いろんな住民の意見

を聞いていると、例えば、東ときわ台の在

住の方なんかは、今、光風台駅から接続さ

れているんですけども、能勢電、数台行っ

たうちの１台しか接続されてないというよ

うな話も聞いております。何とかしてくだ

さいよという声も聞いておりますけども、

まだ、私、詳しいところまで調査してませ

んので、わかりませんけども、こういった

生々しい御意見も伺っておりますので、ぜ

ひ、この辺はよく調査をしてやっていただ

きたいと、バスを走らすのが目的ではあり

ませんのでね。いかに利用者のニーズに沿

って利用者、数を、人をふやしていくかと

いうことは大きな目標だと思いますので、

その辺はきっちりと調査をして、してほし

いと思います。 

  東西バスについては、箕面森町に停車さ

せろというのは議会からも、かなり強い要

望があって実現したと思うんですけれども、

私はなかなか難しいかなと思うんです。私

は思うのはね、やはり民間で依頼する分と、

公というかんね、役所が担う分は、私、全

然違うと思うんですよね。やっぱり民間で

担うところはきっちり民間に任すというよ

うな姿勢も必要かなと思いますので、その

辺もしっかりと取り組んでいっていただき

たいと思います。 

  それで、一番大事なんはね、今、言われ

ているのは、私もそうですけども、これか

ら、車を乗れなくなったときに、この町で

どうして生活をしていこうかと、毎日、暮

らしていこうかなと、その辺がね、今、高

齢化率が３０％を超えたという世代の人は

ね、非常に悩ましいところかなと思います。

そんなんが、この町を離れる原因の一つに

もなっていると思うんですけれども、そこ

はやっぱりきめ細かいね、ドア・ツー・ド

アじゃないですけども、私は、そういうこ

との公の立場で担っていけるんかなと、そ

こまで民間に依頼することはなかなかでき
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ないと思うんでね、そういったことも、こ

れから検討していってほしいなと。あんな

でっかいバスじゃなくて、例えば、ワゴン

車の小さいのでもいいと思いますのでね、

そういったバスを何とか走らせないかなと、

いろいろ法の規制もあると思うんですけど

も、そういったことも考えていただきたい

と思うんですけれども、その辺については、

答弁ができるようでしたらお願いしたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほどの答弁で、私、申し上げませんで

したけども、やっぱり広域を結ぶネットワ

ークといいますか、そういう幹線の交通、

これがあって、また、その幹線の交通につ

ながる、そういう支線といいますか、そう

いうものが必要で、その支線を充実すると

幹線も充実するということで、お年寄りに

優しい、使いやすい交通になるのかなとい

うような基本的な考え方を町は持っておる

というところでございますので、先ほど能

勢電とバスとの接続のこともおっしゃいま

したけども、やはりそれ大事だろうと思い

ます。 

  ただ、能勢電の本数が１０分１本ピッチ

というようなことですので、バスが、全て

それにつながるということはできませんが、

やっぱり利便性を高めるためには、能勢電

とバスが、やっぱり上手につながっている

ということが大事だろうなという観点も持

って取り組んでまいりたいというふうに思

っております。 

  それから、車に乗れなくなった方々、今

後たくさんなったとき、ドア・ツー・ドア

というような話でございますけども、先ほ

ど申し上げたような東地区でいいますと、

デマンドタクシーとような、そのような政

策を持ってお年寄りに優しい交通というも

のができたらなというようなことを思って

おるというところでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  この町に移り住んだ方は、どなたもね、

生涯この町で生活をしたいと、暮らしたい

と、そう願っておられる方がほとんどだと

思います。ただ、この町は非常に坂が多か

ったり、段差があったり、非常に交通の面

でね、車に乗れる間はいいんですけども、

ひとたび車がなくなればね、非常に不便に

なると、また、そういう不安を持たれてい

る方が多いと思いますので、その辺のこと

を念頭にですね、公共交通機関について進

めていっていただきたいと思います。 

  次に、農林施策について、これはですね、

ことし議会基本条例というのをつくったん

ですけれども、その中の大きなテーマに議

会報告会という項目、条項を設けているん

ですけども、その施行を西公民館と東中央

公民館で開催したんですけれども、そのと

きの御意見を１点、私、一般質問で掲載し

ましたので、農林政策について、遊休農地

がふえています。また、農業従事者の高齢

化が進んでいると、何か７０歳ぐらいらし

いです。今後、農業を含めて、町をどのよ

うに進めていく方針なのか、お聞きをした

いというような御意見がありました。 

  この方にかわりまして、私が議会一般質

問ということでさせていただきますので、

御答弁をお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 
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  お答えいたします。 

  本町では今後、遊休農地は年々少しずつ

ふえるものと考えられます。そして、農業

従事者の高齢化も避けられない状況である

と思っております。 

  今おっしゃいましたように、平均年齢は

７４歳か７５歳ぐらいと思っております。

それから、町の農業者のほとんどが農業以

外の仕事を持たれております兼業農家でご

ざいます。今、遊休農地につきましては、

通常耕作条件の悪いところからふえてくる

というのが通常なんですが、最近はある程

度、条件のよいところでも、もう遊休農地

が出てきているというのが現状でございま

す。 

  条件の悪いところにつきましては、その

対策、非常に難しいものがありまして、借

り手もなかなか見つからへんやろなという

ところでございます。ところが、条件のよ

いところでの遊休農地につきましては、何

とか農業委員会等と協力して条件の設定を

促したり、農地は大阪府の緑公社というと

ころがございまして、そこに登録をいたし

まして、借り手を見つけるような努力もい

たしております。 

  農業従事者の高齢化につきましては、現

行のままでは、徐々に進んでいくと考えて

おりますので、農作業ができなくなったと

きに遊休農地とならないために担い手によ

る農作業の受託や農地の集積を進めていく

必要があるというふうには考えております。 

  また、担い手についても今後、農業委員

会をはじめ関係機関との連携によりまして、

定年になられた専業農家の方ですね、も新

たな担い手となっていただく取り組みが必

要であると考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  テレビなんか見てましたらね、今、そう

いうなんを農業法人とかね、そういう形で

若い人も参入して、いろんな新しい取り組

みをされているようなところもあると思う

んですけれども、大阪市内から非常に近い

豊能町ですので、うまくその辺を働きかけ

れば、そういったことも可能かと思います

ので、日々、そういったことに目を向けて

取り組んでいっていただきたいと思います。 

  次に、農産物の直売所ですね、これはも

う、ずっとこういう話は出たり入ったりし

ているんですけれども、田中町長も、そう

いうことを思われていたと思うんですけれ

ども、設置に向けての取り組み状況につい

て、どのようになっておるのか、お願いを

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  農業団体と図書館の前での直販につきま

して協議をいたしましたが、現段階ではで

きないとの意向でございます。町としては

個人単位でなく、団体との協議を行ってお

るんでございますが、できない理由といた

しまして東地区の方は野菜を運ぶのが難し

くなってきたとか、運営に携わらないで出

荷だけするだけというような、とった作物

を、そこに持っていって預けて、また、売

るほうは違う方でやっていただくとか、そ

れとか各組織、それぞれが朝市を運営され

ておりまして、そこへ持っていく手間とか、

いろいろとられると、自分とこの今、売っ

ております朝市とかにも影響があるという

ようなことから、今、なかなかそれに乗っ

ていただくことができないというのが現状

でございます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  はい、そういう理由は今、るる述べられ

ましたけれども、そういったことをクリア

するというのは無理なことなんでしょうか

ね。行政としてもね、こういう方針を挙げ

られたからにはね、やっぱりその辺の原因

をよく究明をして取り組んでいく必要があ

るかなと、前回というんかね、以前も、そ

ういう話があったと思うんですけどね、そ

の近くでやる場合はね、なぜそういうのが

進まへんのかなと、行政、それぐらい努力

してはるんかなと思うところもあるんです

けれども、もう一度、答弁をお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  町としましては、いろいろと売り子さん

でありますとか、そういうアルバイトの方

を雇うなり、それとか、いろんなことを提

案をさせていただいて、農家の方に御迷惑

をかけるのを少なくするということで、い

ろいろ提案もさせていただいたんですけれ

ども、やはり先ほどもあったように平均年

齢が高くなってきていまして、畑をするの

にも大変であるということ等がございます

ので、なかなか町が何もしないということ

ではなくて、いろいろと提案をさせていた

だいて、そのお手伝いというか、そういう

ことはさせていただくということの中で提

案をさせていただいていますけれども、そ

れでも乗っていただけないというのが現状

でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  それでは、最後に文化の発信について、

お聞きをしたいと思います。ユーベルホー

ルの民間出身の館長が決まりました。非常

に経験豊富な方だと聞いております。今後、

この方を中心にですね、文化の発信基地と

して私は大いに期待しているんですけれど

も、今後の館長を迎えた教育委員会の方針

をお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  川田新館長、ＮＨＫの出身の方でありま

して、もう既に、そうした人脈などを生か

していただいて、それで新しいステージの

アイデアなども提案してくださってまして、

大変心強く、私は思っております。 

  ユーベルホールはやはり、その特徴であ

ります音響効果、音響がいいという、この

音響効果を生かすということが、やはり運

営の基本理念に据えたいと、基本的には思

っております。その上で、川田新館長の意

向を生かしつつですね、今のところのアイ

デアといいますか、今のところの方針をお

話ししたいと思います。 

  ホールというのは、その役割は住民が参

加する。文化芸術を鑑賞する。それから、

そのホール自体を貸し出してですね、使っ

てもらうという、そういう三つの役割とい

いますか、機能があると思います。これら

のバランスをどうとるかということが重要

で、このバランスをとりながら魅力ある事

業を計画したいと考えています。 

  その事業のコンセプトなんですけれども、

四つ考えていまして、文化芸術を育むとい

うこと、それから、楽しくは笑顔あふれる

ということ、それから、見て得をした、そ

れから、親しみやすいという、そういう四

つの観点で事業を検討したいと、今のとこ
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ろ考えています。そして、町民の皆さんが

満足してもらいたいものだと思っています。

そうしたことを考える上で基本的なことで

すが、集客数の増加をやっぱり目指したい

ものと思っていまして、それには魅力ある

ソフト、催し物などが必要となります。そ

のために、今のところ、対象を明確に絞り

込むといいますか、親子対象のソフト、中

高年向けのソフト、それから、比較的高齢

の方のソフトといったようなことを考えて

みたいと思います。 

  それから、現在、町の皆さんに親しまれ

ているオオサカンの定期コンサート、それ

から、ロビーコンサート、非常に人気があ

りまして、これは継続して、かつ発展をさ

せていきたいものと思っています。 

  それから、来館される方の対象エリアを

豊能町だけではなくて、川西市や箕面市森

町ですね、などの地域にも広げたいと、こ

れもまた、有効ではないかと思いますので、

これらの地域に積極的にＰＲしていくこと

は、もちろんなんですけども、ホールまで

の円滑なアクセス、これも考えていかなけ

ればならないものと、方針ということはち

ょっとずれるかもしれませんが、これは方

途として、やっぱり考えなきゃいけないこ

とだろうと思っています。 

  最後ですけれども、なかなか難しいんで

すけども、ある程度の収益性のある事業を

考えております。そんな簡単ではないんで

ありますが、そういうことも考えつつ、常

に町民の方々が、このホールに集ってくれ

るような、そういうような企画もあわせて

考えていきたいというのが、私ども今のと

ころのユーベルホールの方針でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そういった経験豊富で、多分いろいろ知

識が深いと思うんですけれども、やはり、

その人が動きやすい体制づくりというのが

非常に重要になってくると思います。 

  私の経験ですけども、比較的ユーベルに

は参加するほうだと思っていますけども、

非常に僕がいいなと、来てよかったなと思

うときでもね、非常にお客さんが少ないと

きが結構多いですね。せっかくこういうふ

うなのがされているのに、講演も含めてね、

やはり大事なんは、そういうことをね、や

っぱり役所を挙げてＰＲをしていくのが大

事かなと。 

  もう一つはね、やっぱり職員の皆さんも

ね、家族含めてね、やっぱりできるだけ参

加をしてあげるように職員みずからがね、

そういうふうに足を向けるようにしていた

だければ、僕もっとユーベルが活性化して

いくんじゃないかなと思いますので、せっ

かくすばらしい人材が来ていただいたので、

それを有効に働いていただいて、しっかり

としたユーベルホールにしていっていただ

きたいと思いますので、もう２分あります

けども、再度、決意のほどを述べさせてい

ただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  決意のほど、決意はあります。実は泣き

言を言うわけじゃありませんけれども、５

００人のホールなんです。なかなかいっぱ

いにするのは難しいんですが、５００人の

ホールで、それなりの入場料をとって、あ

る程度、収益というのは大変難しいサイズ

だというふうに考えております。しかし、

いっぱいにしたいと思っています。 

  それには、平たく言うと、あまりかたく

考えないといいますか、皆さんがやっぱり
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寄り集まって楽しんでくれるような芸術も

含めてですね、そして、その中にも、もち

ろんいいものもたくさんありますので、そ

うしたことを館長とともにアイデア豊富に

考えて、そして、いいホールにしていきた

いと思っております。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  はい、ありがとうございました。今後の

ユーベルホールの楽しみにしております。 

  これで私の４年間の最後の一般質問を終

えることができました。本当、この間、理

事者の皆さんには大変いろいろ御答弁をい

ただきまして、ありがとうございました。

今後ともまちづくりのために、いろんな形

で頑張っていきますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊政クラブの一般質問を終わり

ます。 

  暫時休憩する前にお諮りいたします。 

  本日の会議時間は議事の都合により延長

いたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  御異議なきものと認め、本日の会議時間

は延長いたします。 

  暫時休憩いたします。３５分に再開いた

します。 

（午後４時２４分 休憩） 

（午後４時３４分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊民クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  それでは、１番、豊民クラブの橋本でご

ざいます。 

  １期４年の締めくくりの質問ですので、

気持ちよく終わりたいなと思ってますので、

理事者の皆様にはわかりやすい答弁を、ぜ

ひともお願いしたいと思います。 

  まずは、まちづくりの中のですね、エス

カレーター問題について、質問をさせてい

ただきたいと思います。 

  先日ですね、新光風台自治会が主催する

エスカレーター更新について意見を聞く会

というものに参加をさせていただきました。

私自身は光風台駅前の移動手段の確保は必

ずしなければいけない。利用者の総意でエ

スカレーターでもエレベーターでも決めて

いただけばいいのではないか。それと代替

案検討会議の計８回で議論された内容は尊

重しなければいけないと思っています。 

  ただ、当初はエスカレーター廃止の方針

が背景にあって、その中でエスカレーター

を存続すべきという流れの中で議論が交わ

されてきたように感じていると。やはりエ

レベーターの議論を、議事録を見ると搬送

力に問題があるということで、あまり議論

がされてないように感じるというような趣

旨の発言をさせていただきました。 

  その中で最終的には住民の皆さんが総意

で決めていただいて、エスカレーターでも

全く問題ないし、その中にエレベーターの

議論も、やはりしっかりと形として残して

おくべきではないかというふうなことを発

言をさせていただきました。 

  ただ、やはりそれについては住民の皆さ

んからも若干異論があったように、私自身

は感じました。 

  そこで、質問でございますけれども、過
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去８回の議事録については、当然、この意

見を聞く会を、行く前にも当然、見させて

いただいてましたけれども、その中で検討

会議でエレベーターの議論は、そこまでさ

れてなかったというふうに推察しますけど

も、どのような議論がなされて、エレベー

ターが代替案となり得ないということにな

ったのか、簡潔にお答えをお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今のエレベーターについて、議論なされ

たかということなんですけれども、これに

つきましては第３回の検討会議におきまし

て議論がされまして、その中では輸送能力

がエスカレーターのほうがあるということ

と、待ち時間がなくてエスカレーターのほ

うがよいということで、議論されておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  確かに、これ議事録を見ると、そうなっ

ています。これ見ると、若干、簡単に読ま

せてもらうと時間あたりの搬送能力がエス

カレーターのほうがあると、大ざっぱに言

うとエスカレーターのほうが３から５倍の

搬送能力がある。また、待ち時間について

もですね、エレベーターを待つにしても、

私なら３分しか待たない。ラッシュアワー

には、あまり意味をなさないのではないか

というふうに書かれています。 

  ただ、一方では、今までいろんな話をし

ていると、少子高齢化や車椅子、ベビーカ

ーは無視されている。エスカレーターでは、

その人たちはどうなのかというふうなこと

も一方では言われているというふうに議事

録では残っています。 

  ただ、私自身、これについては参加して

いませんので、今さら、この議論を蒸し返

すということは思ってないんですけども、

やはり見る限り、例えば、今、今回、この

搬送能力に問題があると書かれてますけど

も、実際、行政から出された書類について

もですね、メリット、デメリット、その他

ということで書かれています。デメリット

についても、いろいろ多々書かれている。

ただ、これが、例えばエレベーターを何人

で設定して何分待たなあかんのかというと

ころまでを提示されたのかどうかというこ

とが、この書類、議事録では読み取れませ

んけども、どのように評価をされて、どの

ように提示をされたのか、お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  第４回の中で代替案の機能の検討表とい

うことで挙げさせていただいております。

その中でエレベーターにつきましては、デ

メリットとして挙げているのが、待ち時間

が生じることもあるということと。輸送能

力が小さい、このときに何人乗りで考えて

いたかというのは、ちょっとそこに、ここ

には書いておりませんので、わかりません

けれども、ただ、そこで書いてある中では

デメリット、もう１点書いてございますの

は、上がった後で自宅への距離があるとい

うことが書いてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  これね、私は参加してませんけども、解
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説すると、そうではなくて、今の３番目の

のぼった後、自宅へ長距離となるというの

は、バスに比べてということだと思うんで

すね。これはエスカレーターでも同じこと

は書いてます。多分、今、説明に困られた

かと思いますけども、本来、こういうよう

なことはコスト、もちろんランニングコス

ト、イニシャルコスト、あとは、こういう

ような考えられる要因、メリット、デメリ

ットということを提示した上で検証される

ということが普通だと思うんですよね。 

  それなのに、この第３回の何行か、実際

の時間は、もっとかかられたのかもわかり

ませんけども、議事録で見る限りでは数行

のところで搬送能力に問題がある。待ち時

間３分待てない。３分待てないかもわから

ないけども、エレベーターで、例えば、そ

れが、どれだけのものを設置して待ち時間

が何分なのかということも検証されずに、

その答えが出ているということは、僕は本

当に、それでええんかなと、最初、冒頭に

も申し上げましたけども、別に私はエスカ

レーターを否定しているわけじゃないです。

別にエスカレーターでもいい。ただ、エレ

ベーターの議論が、本当にそこまでなされ

たのかというところが非常に疑問にありま

す。 

  ただ、多分、こういうような自治会の方

もそうでしょうけども、それは、もう決ま

った話やと、報告書、見たんかと、実際、

僕も、その会議で言われました。けど、僕

は、それが本当に自分自身はすごく心外で、

僕やったら多分、そこまでの検討はすべき

やということで、きっと町長が今もうエス

カレーターは残すということで言われてい

ます。当時はエスカレーターは廃止する方

向で進んでたと、だから、多分こういうよ

うなことになったのかもわからない。ただ、

今回、もし町長が今、エスカレーターを残

すと言っておられます。それで同じような

ことをやっても、もしかしたらエスカレー

ターやという結論になるかもわからへん。

別に、それはそれでいいと思うんですね。

ただ、やっぱりあまりにも、そこの議論と

いうのは、どうだったのかというのを振り

返ってみると、本当にそれでいいのかと、

やはり今後、５年、１０年先を見たときに、

あの階段をおりれない、当然、おりれない

から上れないというふうな時代が来ないの

かどうかと、ただ、それ以外にも確かに交

通網の面でも、やっぱりいろいろな問題が

あるのは事実です。このエスカレーターだ

けの問題ではないかもわかりませんけども、

私自身は、そういうふうな危惧をして、あ

えて選挙前ですけども、こういう、多分、

批判を受けるかもわかりませんけども、こ

とを申し上げてます。 

  ただ、先ほど、申し上げたように、町長

はやると、エスカレーターを更新するとい

うことを申された。私は、それでもいいと

思いますが、やはり行政の仕事としては、

後々振り返ったときに、そういうふうなエ

レベーターが代替案とならへんという論理

的な結論は出しておかないといけないんじ

ゃないかなと思います。 

  ただ、ここは町長が公約にも掲げられた、

ぜひともやりたい、その気持ちはわかりま

す。ただ、やはり、そういうふうな論理的

な結論を出さずして後々、振り返ったとき

に、ようわからんけども、あのときは、そ

ういうことでなったんやということでは、

僕は行政の仕事としてはどうかなと、確か

に検討会議の進められたことを別に否定し

ているわけではありません。ただ、僕はや

っぱりあのときに廃止前提で、時間のない

中で答えを出そうとしたというところが、

やっぱり僕はあるんちゃうんかなと思うん

ですよね。自治会の先般、配られたチラシ
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にもたくさん書かれてました。エレベータ

ーとエスカレーターの特質について、エレ

ベーターは以下の不備があり代替案になり

得ないと結論づけられていますということ

で明確に書かれています。 

  ただ、ここにも１０分ごとに到着する電

車の乗客を輸送する能力はエスカレーター

がすぐれていると書かれていますけども、

その裏づけが何ない。今、説明できなかっ

たですよね。ここに、僕は、それが明確な

説明があるんであれば、このようなことは

申し上げません。ただ、それで本当に、こ

れから行政の判断、確かに政治的な判断で

最後は進めるべきかもわかりませんけども、

本当にやるのかと、進めるのかと、これは

別にエスカレーターがだめだということで

はなくて、エレベーターの検証をせずに進

めていいのかどうかというところが、私が

非常に危惧をしているところでございます。 

  やっぱり、このチラシを見た限りでは、

そらエスカレーター要るなとなるかもわか

りません。確かに、ここにグラフでエスカ

レーター存続賛成８４％と書かれています。

これ２年前のデータですよね。確かに当時

はそうだったかもわからない。ただ、町長

が今かわり、エスカレーターを残すという

ことを決め、その中で、まだ、平成３１年

まで稼働は可能かもしれない。確かにまだ、

大きなトラブルがあってとまる可能性とい

うのは否定はできませんけども、その中で、

例えば、この３カ月、４カ月の検討が本当

にできないのかどうか、私自身は、別に５

年、６年待てと、僕は、そういう派じゃな

いです。別に、その方針をしっかりと決ま

れば、即座にかかってもいいと思っていま

す。 

  ただ、やっぱりそこをないと僕は思って

いるだけかもしれませんけども、あるんで

あれば、あると提示はしてほしいですけど

も、ないままにするのは、僕はどうなのか

なというふうに、本当に心から思っていま

す。 

  その中で、多分、先ほど町長、言われた

ようにやると、言うてはるんでしょうから

やるんでしょう。けど僕は、ある意味、町

長がかわられて、チャンスだと思うんです

よね。代替検討委員会、これは前町長のと

きにやられたもの、確かに行政は継続です

から、前のやつも一応、遵守はしなければ

いけない。ただ、最終的に政治的な判断で

決めるのは町長です。やはり今回の、この

報告書のまとめを見て、やっぱりこの分が

薄いんじゃないかということであれば、別

にやってもいいと思うんですよね。それを

せずに着手するということ自体が、私は非

常に危惧をしてます。何回も言いますけど

も、これは自分の人気なり、あるいは落と

すかもわからへん。ただ、私自身はやっぱ

り政治信念として自分が思っていることは、

例え不利になっても言うべきだと思ってい

ます。 

  そんな中で、これを今、私が述べました

けども、町長はどのように考えられるか、

再度、御答弁願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一つは、時間がない中でという１点、議

論があったと思うんですけれども、私なり

に見させていただきまして、意見交換会２

回、準備会２回、検討会議８回ということ

で、時間的には結構、議論はされているの

ではないかなというふうに考えております。 

  それともう一つ、搬送能力、こちらにつ

きましてでございますけれども、確かに技

術的な話というのは薄かったのかもしれま



 

 3－27 

せんけれども、ただ、まさに使っておられ

る方が、そういう形でお考えだというのは、

やはり考えましたところ、駅というのは一

度に人がおりてくるということを考えます

と、そこでやっぱり使い勝手がいいという

ことからしますとね、その搬送能力、そう

いう連続的に使えるという意味では、やは

りエスカレーターのほうがいいというふう

に乗降客の方も直感的に思われているとい

うことに、私は、そういうふうに判断して

おります。 

  そういったこともございまして、議論と

いうことは一定尽くされたのではないかと

いうことも思っておりますし、私、公約を

掲げてエスカレーターの更新ということで

も、住民の温かい御支援で通していただい

たということもございます。それと。もう

一つは最終的に住民の方の御意見も聞きま

したところ、やはりエスカレーターという

こともございます。私もやっていきたいと

いう意思でございますので、こういったこ

とで私は進めてまいりたいというふうに考

えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、町長おっしゃったこと、わからなく

もないです。ただ、そういう感じがするで

はね、行政の仕事ってだめなんです。やは

りそれぐらいの最終の検討はして、最終そ

うなんだという落としどころというのは要

ると思うんです。なぜ、それができないか。

多分、ここのメリット、デメリットに書い

ています。その後の、メリット、デメリッ

トの後のその他というところにも書かれて

います。 

  エレベーターの初期コストは高額、土木

工事がかかるため、ただ、維持費はエスカ

レーターよりも比較して安い、遠隔監視が

できる。次回以降の更新が安価であるとい

うことも書かれています。例えば、それも

含めて、あと補助金ですね、等々も含めて

コストメリットがどうなのか等々、検証の

必要ってあると思いません。お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  コストメリットというお話も一方であろ

うかと思います。ただ、やはり住民の皆様

が一番使いやすいというものというのは、

やっぱり私も大事だというふうに思ってお

りますし、実際、例えばエレベーターをつ

けたと、それでもし、あまり使われないと

いうことであれば、それはそれで、例えば

コストメリットがあったとしても、一つは

使いづらいものというのは問題ではないか

と思っております。 

  そういった意味からも今、エスカレータ

ーということで、一番これは使いやすいと

いうふうなことでも、アンケートの結果も

出ておりますし、そういった意味からもエ

スカレーター、より使っていただくものと

いう意味合いで、私は使われたらいいので

はないかというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後４時５０分 休憩） 

（午後４時５１分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今ね、私が言っているのは、エスカレー

ター、エレベーター、別にこだわっている

ものではない。エレベーターの検証を、細
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かい検証をせずに進めることがいいと思っ

てますかという問いです。それで検証して、

エレベーターがバツ、だからエスカレータ

ーなんだと、それでいいじゃないですかと

いうことを言っているだけなんですけど、

お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  検証という意味でいいますと、このエス

カレーター代替案検討会議の中で、これ１

０回以上の、こういった中で議論は、私は

されてきていると、その中で出てきている

というふうに私は考えております。また、

やはり一番使い勝手がいいものということ

で、エスカレーターのほうがすぐれている

ということを考えています。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  あまり言うている意味がわかってないん

でいいんですけど、ただね、（発言する者

あり）これね、あれですよ、必ずやっぱり

やらなあかんて、それをせずに進めていい。

それは町長の権限ですよ、してもいいかも

わからへん。ただ、やっぱり僕はした上で

エレベーターはバツだと、今おっしゃいま

したね。計２回、２回、８回の１２回、論

議された。その中で、エレベーターは、ど

れぐらい、この議事録に載っているか知っ

ています。全て、僕、見ましたけど。 

  部長、どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  １回だけです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  そうですよね、これ第３回の会合、ここ

とここのページ、これだけですよ。さっき

僕、申し上げたように、搬送力に問題があ

る。そんなことなんであれば、もうその論

議はする必要はないと、終わっている。い

や、僕それで本当にいいのかなと。これを

別に今さらね、どうこう、別に、この検討

がどう今どうやったとかいうつもりは全く

ないです。 

  ただ、私は、この前の、あえてこれを申

し上げたのは、先ほども申し上げた、意見

交換会に参加した。そのときに、この検討

会議の元メンバーだったという方が言われ

ました。検討会議の報告書を見たかと、エ

レベーターの議論を、全て尽くして終わっ

ているんやと、今さら何でエレベーターの

ことを言うんやと、エスカレーターに決ま

っていると。私は議員として、そのときに

はあえて申し上げなかった。それは、もう

全てエスカレーターに賛成の人しかいない

から、私は言っても無駄だと思ったから言

わなかった。それを私は、すごく非常に心

外に思っています。当然、見て参加もして

いるし、発言もした。自分の考えを述べた、

そやのに、そういうふうなだめ出しをされ

た。僕は、それは許されなかった。それも

あって、きょう発言したんです。しかも、

やはり今後これを進めるに当たって、本当

にそれでいいのかということを、自分自身、

本当に心から思っているからです。だから、

何度も申し上げている。多分、町長は、そ

こは響いてないですよね。なぜなら、それ

はみずからが公約に挙げて掲げたから。 

  僕は思いますよ、公約を守ることも大事、
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ただ、それは実際、政治家になられる前に

掲げたことですよ、それが本当に現状にマ

ッチしているかどうか、実際の状況を見て、

やっぱりそれを変えなければいけないとい

う英断も必要なんですよ、政治家は。 

  それをみずからが考えていることからそ

ぐわないから、そぐわないけどもやる、そ

こはどう思っているかわからないですよ。

私は、それではだめだなと思いますね。や

っぱりそこをね、やっぱりしっかり考えな

あかんし、確かに今までずっと住民の方が

検討されてやってきた、それを覆すことは

大変かもわからへん。別に覆せと僕は言っ

てないです。そこをまともな議論を一回さ

れたほうがいいんじゃないですかと、ただ

それだけです。多分、この件については、

もうやる気がないんでしょう。ただ、きっ

と５年、１０年後には、そういう話が出て

きます。そのときに、当時の田中町長がや

られたんだというふうにたたえられるか、

卑下されるかわかりませんけども、やはり

その辺は、今後、行政が進める仕事のやり

方としてね、今回の、これだけではなくて、

それぐらいの検証はしてやらないと、実際、

税金を預かっている身です。それを使うに

当たってどうするか、我々でも一緒です。

例えば、今度、エスカレーター更新の話が

出てきた、多分そのときに出るでしょう、

エレベーターほんまにあかんのかと、先ほ

ど質問の中で職員と議論して最終的には、

私がエスカレーターとして判断したとおっ

しゃった。本当やったら、その議論の中身

はどうやったんやということも聞きたいで

すよ。けど、きょうは朝から、こんだけの

時間をかけてね、やってきた。多分、まと

もな答弁できないでしょう。 

  私はあえて、そんなん聞きませんけども、

そこら辺はしっかりと、これから行政運営

するに当たっては、やっぱりしないといけ

ないと思っています。今、今回、これにつ

いて、どうするかというのは、多分されな

いと思いますけども、やはりそういうふう

な検証というのは、必ずすべきだと感じて

ます。その辺は担当課として、どうですか、

責任感じませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  担当課としましては、十分にエスカレー

ター、エレベーターについてのメリット、

デメリットは申し上げた中で判断していた

だいたというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  いやね、僕が申し上げているのは、資料

は提出された、ただ、これ全部文言データ

だけですよ、デメリット、メリット、その

他、けどほんなら維持費はエスカレーター

と比較して安価、遠隔監視はないな、次回

以降の更新費が安価、何ぼ安価なんやと、

ほんならそれでランニングコストが出る、

イニシャルコストが出る、それで最終、何

年で回収できるか、どうなるんかと、次回

以降を見たときに、今後、例えば、次の改

修、４０年を見たときにどうかということ

を判断して資料提出をするのが普通じゃな

いかなということを、僕は申し上げている

んです。 

  それを、これぐらいと言ったら失礼です

ね、この内容で行政として本当に満足して

いる資料なのと、私は、これではね、逆に

無責任やと思う。検討会議に出した、議論

してしもらった、これが議論のネタですか

と。僕はそうじゃないと思うし、僕やった
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ら、多分、そういうこともきっと検証して

出すと思います。 

  そのあたりが行政の仕事としてどうなん

かということで聞いたけど、多分そこもま

あまあ、そういう感じなんでしょう。ただ、

その点については、ちょっと副町長、思い

があるみたいなんで、副町長にお聞きしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  この検討会議、もちろんそのとき私は存

じ上げておりません。ですので、その中身

とかということについてはですね、今、る

る御説明してきたみたいにですね、これは

十分な議論を重ねられたと言っていいんだ

ろうというふうに思います。ただ、橋本議

員さんが、今、おっしゃっていただいてい

るのは、行政の事務執行の手続として、そ

れがいいのかということだと思います。そ

れは先ほど町長のほうからおわびを申し上

げましたときに、６月の議会以降、議論は

してきたけれども、検討、そして、検証に

結びつくということはしておりませんとい

うことでした。 

  あわせて、この以降も職員間で議論をい

たしますということで、先ほど申されたと

思いますけれども、私としましては、その

中に、もちろん今、議員が御指摘のような

こともですね、含めて検証をしていくんだ

というふうには思っておりますし、それ多

分、町長も、そういう思いだというふうに

思います。 

  事務執行上の手続ということはですね、

やはりこれはきちんとしていかないといけ

ないというのは思いますし、今までのこと

で十分かと、今、問われている橋本議員さ

ん、それに対するお答えとしてはですね、

十分ではありませんということになろうか

というふうに思います。 

  そういうことで、橋本議員さんも答えを

覆すものではないということで、二度、三

度おっしゃっていただいています。これは

もう町長も、先ほど強い決意でですね、こ

うですということで申し上げたところです

ので、それを踏まえた上で、我々の手続と

して押えるべきところは押えていくという

ことは必要かというふうに思っているとこ

ろです。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  副町長、さすがですね、やっぱりそうい

うふうに捉えていただいて、それを感じな

いと、多分、次につながらないんですよね。

別に僕が言うてるのは、さっきも申し上げ

たように、別に、このエレベーターのこと、

エスカレーターのことだけではなくて、行

政の仕事のやり方として、そういうことを

積み重ねないと、多分、改善もされないし、

よくもならないと。今、副町長のことを私

は信じますので、ぜひとも、そのあたりの

検証は、ぜひともお願いしたいなと思いま

す。 

  これ以上、もう申し上げても気持ちよく

終われませんので、きょうは、これで終わ

りますけども、ぜひともまた、私がもし当

選したときにはですね、次回の議会でも、

そのあたり聞きますので、ぜひともよろし

くお願いしたいなと思います。 

  続きまして、遊休施設及び遊休地の今後

についてということで質問を申し上げます。

これについて、跡地活用とか遊休地の活用

について、ちょっとすみません、うろ覚え

で申しわけないんですが、ワーキンググル
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ープとか、プロジェクトチームということ

で検討しているということで再三、お話が

ありましたけども、現状どうなっているか

ということについて、まず、お聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  遊休地、遊休施設の今後のことでござい

ます。今、議員おっしゃったとおり、まち

づくりプロジェクトチームの一つでござい

ます。施設のあり方プロジェクトチームと

いうのがございまして、その検討する中で

遊休施設とか遊休地も一部でございますけ

れども、検討の対象となりますけれども、

そのプロジェクトチームでは、主に、その

遊休施設以外の現役の施設といいますか、

そういうものについて検討をするのが、主

な役割となっております。したがいまして、

それら遊休施設、遊休地につきましては、

主に総務部門、私の部門のところで検討し

ているという状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、組織体系についてはお聞きしました。

その中で、例えば、遊休地の話等々につい

て、そのスケジューリング、いつまでに、

ある一定の考え方をまとめるだとかいうふ

うなことで、そのスケジュール的な、どこ

か納期を決めているとかいうふうなところ

についてですね、もし御紹介できるものが

あるんであれば、お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  その現役施設を検討しておると申し上げ

ましたプロジェクトチーム、これについて

は年内に何とか結論を導きたいというふう

に思っておりますが、プロジェクトチーム

にかけていない私の部門、総務部門で検討

しておるというところにつきましては、全

ての遊休施設とか遊休地を一くくりにした

ビジョンとか計画というものを立てるんで

はなくて、それぞれ個別に、ここはどうし

よう、ここはどうしようというようなこと

を考えていこうというふうに考えておりま

して、今、時期はここまでというような目

的を持ってというようなスケジュールをこ

こといって決めて検討しているものではご

ざいません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、御説明あったように、現役の施設に

ついては、年内にある一定のめどを立てる、

めどというか、方向性をということ、あと

遊休地については今、そこのスケジューリ

ングについては、されていないということ

でしたけれども、多分、現役の施設という

のは、どういうふうなものを指すのか、庁

舎とか、学校とか、その辺が、ちょっとも

うひとつイメージがわからないので、その

あたりの御説明を含めて、どのようなこと

を年内までに決めるのかということをあわ

せて教えていただけたらと思います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  現役の施設を検討しております、施設の

あり方プロジェクトチームにつきましては、

ほとんどの逆に言えば全ての施設について

検討の対象にしておるというところでござ

いますけれども、ただ、学校につきまして
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は、これも教育の問題であろうということ

で、検討の対象とはしておりませんけれど

も、学校以外の施設については、このプロ

ジェクトで、ある一定、あり方を検討して、

結論を出したいというふうに思っておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  わかりました。ありがとうございます。 

  その中で、確かに学校以外の施設になる

んですよね。ただ、あり方検討プロジェク

トチームの中で、それちょっと僕、イメー

ジが全くわかないんですが、例えば、今、

既存のものは全て使われているという解釈

になると思うんですが、そこらの施設を管

理というものでされているのか、例えば、

違う意味での利用、活用ということで考え

ておられるのか。どういうふうなことで検

討されているのかということをお聞かせい

ただいたら幸いです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁求めます。 

  具体的にお答えください。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  施設のあり方といいますのは、管理の面、

当然ございますけれども、それよりも事業

の中身、その施設でやっております事業、

事務、これらについて見直しを一緒に行わ

ないと施設をどうするかと、例えば廃止、

統合など縮小、いろいろやり方ありますけ

ども、その施設の考え方を変えることイコ

ール事業とか事務のあり方も考えなければ

ならないので、そこまで踏み込んで検討し

ているというところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  はい、ありがとうございます。 

  今、すぐにとは言いませんけども、また

その辺、見れるかどうかわかりませんが、

そういうふうな、ある一定のラインでまと

まった時点で、そういうふうなことを提出

なりですね、提示いただけたらなと思いま

すし、今おっしゃったように建物、施設の

あり方以前に事務事業ですか、事業のあり

方を考えると、非常にそれはいいことだな

と思いますので、年内めどで出していただ

いて、ある一定のところで御提示いただけ

たらなと思います。 

  また、あわせて、先ほど御説明があった

遊休地の話、総務で管理されているという

ことですけれども、その辺についてですね、

今、全くのノースケジューリングというふ

うに聞こえましたけども、そのあたりにつ

いて本当にそうなのか、逆にある一定の、

別に結論を出すということではなくて、ど

こかのタイミングで、その検討状況などを

チェックなり、拾うなりしていくというふ

うなお考えというのは特にないんでしょう

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  遊休地の中ででも戸知山、これにつきま

しては、まちづくりプロジェクトチームの

中で、戸知山の活用を考えるプロジェクト、

これ立ち上げておりまして、戸知山プロジ

ェクトについては、これも年内をめどに何

とか結論を導いていきたいというふうに考

えております。 

  それから、ただいま遊休地の売却につい

ても手続を進めようということで、鑑定業

務に着手をしているところでございます。

これにつきましても、どこを売却するとい

うことが最終決定いたしましたら、また、
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お示しできるものかなというふうに思って

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  はい、ありがとうございます。 

  その中で、最後にこの分で１点だけ。検

討なりは年内に済ませたいということがあ

ります。ただ、それをアクションに起こす

時期ですね、それは平成２６年度からされ

ようとしてるのか、これは逆に町長がおっ

しゃっていた、そういう事業の見直し等々

もこれに絡んでくるのかということについ

てお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  施設のあり方を見直す際には、事業とか

事務の中身も考えますということでござい

ますので、当然、新しい財政再建計画とい

う、名前は決まっておりませんけども、そ

れとリンクをしてくるというのは当然でご

ざいますので、着手できるものは平成２６

年度から始める新しい財政再建化策に反映

をしていくものというふうに考えておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  そのような流れで考えていただいている

ということは、いいことかと思いますので、

ぜひともそのあたり、いろんな視野を持っ

て検討いただけたらなというふうに思いま

す。 

  続きまして、先ほどちょっと出ましたけ

ども、戸知山の有効活用についてというこ

とで質問に移りたいと思います。今、現状、

そのようなことで、戸知山プロジェクトと

いうことを立ち上げて、年内にある一定の

方向性をということで、先ほど御紹介があ

りました。これについて、なかなか戸知山

の利用というものについては、ここ一、二

年の話じゃなくて、もっと前からの課題に

なっていると思いますけども、もともと町

長が描いておられる戸知山への企業誘致と

いうことについての可能性についてお聞か

せください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  戸知山これにつきましても、プロジェク

トチームでやっておるわけでございますけ

ども、企業誘致も含めましてといいますか、

町が独自でといいますか、町が主体で事業

をやろうということは難しいやろうなとい

うことを思っておりまして、企業誘致を主

体にということになろうかと思います。 

  複数の活用計画を今、議論しております

けども、まだ結論までには至っていないと

いうところでございます。 

 今現在、民間からも活用したいという話が

来ておりますし、また、こちらから民間に

話もしているというのが実態でございます

けれども、その話もまとまっていないとい

うところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  確かに、なかなか今、プロジェクトチー

ムでやっていただいている、難しい問題で

あることは事実だと思います。 

  ただ、やはりなかなか、今、うちの豊能

町にある広大な敷地というのは、ここが一

番大きいと思いますので、そのあたりをう

まく活用できるようにですね、お願いした

いなと思います。 



 

 3－34 

  ただ、私自身思っているのが、やはりこ

の豊能町の地理的な問題、昨日も議員の質

問でですね、ここはいろんな地域での中心

地点にあるので、そのあたりの活用もでき

るんじゃないかということで、西地区とい

うことできのうありましたけども、戸知山

については東地区になりますが、同じよう

に、そのようなことで考えられないかとい

うふうには感じています。 

  多分、いろんなことがあるんだと思いま

すけども、ただまあ法的な制限もたくさん

あるということも事実でございます。 

  その中で、私自身、例えば三木とか赤穂

にですね、防災公園というのがあります。

そこでは結構な道路が整備され、そこでグ

ラウンドや、いろんなものをつくり、それ

でまた、そこが防災拠点となっているとい

うふうなことで、それについては国から相

当補助を持ってきて、やっているというふ

うなことも聞いています。 

  その中で、ここについてもですね、確か

に池田、川西、猪名川、亀岡、茨木、箕面

というふうなところの隣接地の山側でです

ね、確かに道路には若干の不安はあるもの

の、例えばヘリコプターで、それの輸送を

するとかいうことも可能になってくると思

うんですけども、そのあたりの防災公園化

というふうなことで私自身は思っているん

ですけども、そのあたりの検討なりですね、

検討の余地等々あるかないか、お聞かせく

ださい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  戸知山を防災公園にということでござい

ますけども、今おっしゃいましたように防

災公園は避難所、避難場所であるとか、救

援活動の拠点とか、そういう位置づけであ

ろうかと思います。 

  したがいまして、今おっしゃいましたヘ

リポート、こういうものが必要であったり、

避難場所ですのでテント村が置けるような、

かなり一定の広い場所、そういう平地が必

要ではないかなというふうに思っておりま

す。 

  それから、もう１点、やはり山の中とい

うよりは、都市部とか住宅地に近いという

ことも条件ではないのかなというふうなこ

とも思っておりまして、そういうことを勘

案するとちょっと戸知山では考えにくいの

かなというふうに私は思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  別に防災公園に限らずですね、いろんな

観点で見ていただけたらなと思いますし、

企業誘致ができれば、なおいいとは思いま

すが、やはり現実的には難しいことでもあ

ると思います。そのあたりも含めて、基本

的にはやっぱり人を呼び込める、別に住ん

でもらうということではなくて、やっぱり

いろんな人に来てもらえるようなものをで

すね、やっぱり戸知山を使ってやっていた

だきたいなというふうに思いますので、よ

ろしくお願いします。 

  次に、光風台４丁目の道路、歩道の問題

についてということで質問に移らせていた

だきます。 

  この光風台４丁目の件についてはですね、

住民の方からもいろいろとお話がありまし

た。これについては、通せという声のほう

が、私が聞いている限りでは結構多い。た

だ、それは近隣の人ではなくて、近隣の人

ではない方がそういうふうに言っておられ

るというふうなことなのかなと思ってます。 

  ただ、やはりこの辺、いろいろ調査する

と、やっぱり地域住民の反対もあったとい
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うふうに聞いてますし、アンケートをとっ

た結果も聞いてます。 

  その中で、最終的にはなかなか合意に至

らず大和側の問題、川西側の問題等々もあ

ると聞いてますけども、最終、私が聞く限

りは自治会に対しては、まだ役場の返答待

ちになっているというふうに聞いてるんで

すけども、そのあたりの今の現状の進捗だ

とか、そのあたりの交渉の経過等々を含め

てどのようになっているのか、お聞きしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  光風台４丁目の道路につきましては、川

西と協調しながら進めていく必要があると

認識しております。兵庫県側につきまして

は、都市計画決定がなされておりまして、

大阪府側の豊能町につきましては、都市計

画決定を、まだしておりません。 

  それから、通路のほうにつきましては、

以前から川西側から豊能町の直近まで道路

が整備されておりますが、道路の築造に対

し行政間の調整を継続して実施してまいり

ましたが、双方の住民の意見が一致しなか

ったということで、できてこなかったとい

う経緯がございます。 

  その中で、その後、川西側の開発の計画

が持ち上がりまして、再度、その通路の計

画がありまして、開発業者のほうで事業を

ということであったんですが、その開発業

者のほうが事業を凍結したことから、現在

の状況になっており、豊能町といたしまし

ては、この時期に道路を築造できればと考

えておりましたが、残念ながら、その状況

には至っていないというのが現状でござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  やっぱり、これ現地を見に行っても、金

網は破られぼろぼろになり、歩道というか

通路ですね、向こう側、川西側からいうと、

段差があって登ってくる。やっぱり結構も

う危ないと思うんですよね。確かに、あそ

こはいろいろ近隣の方の思いをすれば、確

かにあそこに通られると迷惑やという気持

ちもわからないことはないです。 

  ただ、今、現状でいくと通るなというこ

とで、豊能町ということで張り紙みたいな

のをいっぱいしてますけども、結果は、今、

実態としてはもう何ぼでも行き来ができる

ような状態になっていると。やはりそこら

辺は、やっぱり通らさへんなれば、通らさ

ないようにせなあかんやろうし、そこら辺

が非常に行政としては難しい問題かもわか

りませんけど、その辺は何らかの対策がい

るんじゃないかなというふうに思うし、逆

に光風台の自治会、もともとアンケートを

とって反対の声もあったんでということで

聞いてますけども、そのあたりもう数年た

ってますので、そのあたりも含めて、光風

台の自治会とも協調しながらですね、進め

ていっていただけたらどうかなというふう

に思いますけども、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  一つ目の通路の管理についてでございま

すが、あそこにつきましては、何遍かフェ

ンスのほうは修理をいたしまして、やって

おるんですけれども、どうしてもあそこを

通ろうとする方がおられまして、相当太い

金網みたいなもので補修をいたしましても、

普通でしたら大きなニッパーか何かを持っ
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てこないと切れないようなものなんですけ

ども、そういうもでも切って、あけて通ら

れるということが繰り返されているという

ことでございます。 

  もう一つ、そのあれについて進めるとい

うのは、光風台の自治会におきましては、

４丁目のほうで一応、アンケート等をとら

れて進めようかということで、やられたん

ですけども、そのときに反対が多いという

ことなどから、自治会としてはなかなか、

その同意を得ることができひんのでという

ことで、町がやるんであればやってくださ

いというふうなことで、その自治会として

かかわりを持つことをやめますというよう

なことが一度ございまして、それからずっ

ときてるというのがあるので、再度、自治

会とは話ししてみないとちょっとわからな

いというとこがございます。はい。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  当時から、自治会長も何人もかわってお

られますし、聞くところによると、自治会

でもそういうふうな声が上がっているんで

あれば動かなあかんかなということも話は

聞いてますので、ぜひとも町側からも一度

アプローチをしていただけたらなというふ

うに思いますので、よろしくお願いします。 

  あと、その今、ちょっと冒頭に御説明し

かけてた光風台から川西のほうに抜ける都

市計画道路の件ですけども、これもなかな

か、確かに財政的な面等々を含めて難しい

ことは十分認識はしてます。ただ、今現状、

新名神の開発とともに、川西側では相当さ

れてますし、川西の実際距離は短いという

ふうに聞いてますので、確かに豊能町が踏

ん切ればできるのかもわからない。 

  ただ、財政的な面もあるので、なかなか

難しいとは思いますけども、一方でやはり

そういうふうな安全の確保だとか、やっぱ

り通路の確保という意味でも、通路といい

ますか、道ですか、道路の確保というふう

な意味も含めて、そういうふうな必要性も

あるんじゃないかと。 

  先ほど、申し上げた光風台４丁目の通路

の話もですね、聞くところによると住民の

方々は、逆にあそこの通路が通ると、こっ

ちの道路が通りにくい、つなげる理屈が薄

くなるんで、逆に通さんほうがええん違う

かみたいなことを言うてる人も中にいると

いうことで、ちらっと聞いたこともありま

すけども、やはりそのあたりも含めてです

ね、その道路についてもですね、やはりあ

のぐねぐね道を通ると、長い距離を通ると

いうよりも、この道路が通るほうが多分交

通の便もよくなるだろうし、ただ一方では、

その通行量がふえて迷惑するという声も痛

しかゆしであるというのは十分認識はして

ますけども、そのあたりもぜひとも検討し

ていただきたいなというふうに思いますけ

ども、実現性についてどうなのか、確認し

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  まず、通路と道路につきましては、先ほ

どおしゃいましたように、昔からの経過と

した中では、通路をつくるんであれば道路

もつくってくれというふうな形で、セット

で考えられていた時代もございます。だか

ら、そういうふうに考えますと、その歩道

というか通路のほうだけをつくっちゃうと、

その道路のほうがつくりにくくなるのでは

ないかという意見があるのではないかとい

うふうに思います。 

  道路のほうにつきましては、確かに今、

一の鳥居のほうへ抜ける道、ぐねぐねでご
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ざいまして、山等もきつく接しております

ので、たまに崩れておりますしする中で、

あれが通行どめになったらどうするんだと

いうことを考えますと、今の道路をつなげ

てあれば、大分違うだろうというふうには

考えております。 

  ところが、町も今のところ財政難で、そ

れにつぎ込むお金がございませんので、そ

ういうものが確保できた中で、また、川西

市との話をしていきたいというふうには思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  非常にね、この件については確かに財政

的な問題があるので、すぐにとはいかない

ことは十分認識はしてます。 

  ただ、一方ぐねぐね道でのやっぱり事故

等々もですね、やっぱり過去にもありまし

たし、トレーラーがひっくり返ったとかい

うこともありました。その辺も視野に入れ

ながら、このまちづくりという観点も含め

てですね、ぜひとも前向きに財政的な余裕

ができればになるかもわかりませんし、優

先順位が下がるのかもわかりませんけど、

忘れないようにしていただきたいなという

ふうに思います。 

  次に、耕作放棄地に対する対応というこ

とで、今、現状、やはり田畑の管理にです

ね、相当苦労されているというふうに見受

けてます。 

  やはり皆さん今まで田畑を管理されてた

方が御高齢になり、その方が先般も７０歳

ぐらいですかね、越えたぐらいの方が草刈

りを一生懸命やってはったということで、

やはりこの後、もう５年後には無理やろう

なと、その人も言うてはりました。 

  そういうふうに考えると、多分、今、そ

の農村地域といいますか、ではですね、そ

ういうふうなことも大きな課題になってく

るんだろうなと思ってます。 

  先ほども竹谷さんからも、ちらっとそう

いうふうな話がありましたけども、やはり

行政としてですね、そのあたりも今後、確

かに自分の土地、持ち物なんで自分で管理

すると、それはもう原則かもわかりません

けども、多分、そう言ってられない時代が

来る。今、現状、田んぼのあぜの、そうい

うふうな草刈りとかでもですね、シルバー

人材センターに頼むと、やっぱりちょっと

高いということで、もしあったら草刈りに

来てよと言われたこともあります。 

  やっぱりその辺も含めてね、確かに今、

若い方が出られて、帰ってこられるとこは

いいですけども、やっぱり帰ってこられな

いとこもありますので、やはりその辺も含

めてですね、対応が今後、必要になってく

るんじゃないかと思いますし、やはり耕作

放棄地できてくると、また鳥獣被害等も出

てきますので、そのあたりの対応もですね、

しっかりとしていく、支援をしていく。ま

た、耕作放棄地にしないというふうな対策

も必要かなというふうに思いますけども、

そのあたりについてですね、やはりそうい

う農村地域の田畑の管理等々含めて、サポ

ートする仕組みづくりということは、やっ

ぱり検討すべき違うかなと思いますけども、

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  遊休農地につきましては、今後ふえてい

くだろうというふうに危惧はしております。 

  まず、農地所有者に対しまして、遊休農

地の解消の指導を行いまして、個人で解消

に向けて取り組んでもらうというのが第一
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やと思っております。 

  まず、それから農地につきましては生産

だけではございませんで、国土の保全とか

水源の涵養とか、自然環境の保全など、多

面的な機能を有していると認識しておりま

す。それで、遊休農地化を防ぐため利用権

の設定による耕作者の設定や大阪府みどり

公社への農地の登録を行い、耕作者を探す

などの解決に向けて取り組んでおります。 

  今後は担い手による農作業受託や農地の

集約などを進めることにより、遊休農地化

を防いでいきたいというふうに考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  やはり、この田畑というのはね、やっぱ

り先祖代々受け継がれたきた大事な資産と

いいますか、だと思うんので、なかなかそ

れを人にお貸しするというのに抵抗がある

方もあるかもわかりません。ただ、そのあ

たり、ちょっと実際ですね、今、部長から

述べられたような手だても含めて、やっぱ

りしっかりとＰＲしていただくとともに、

やっぱりそういうふうな方の、困っている

方の声を聞きながら、その辺の対応なり、

対策というのをしっかりと今後も考えてい

っていただきたいなというふうに思います

ので、よろしくお願いします。 

  時間がなくなってきましたので、教育関

係に移りますけども、先般、教育に関する

事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

報告書というものが提出していただきまし

た。この中で、中学校給食の導入の検討と

いうことについて、ちょっと質問をしたい

なと思います。 

  先般から、食物アレルギーの件について

は御答弁いただいてますので、若干割愛は

したいなと思いますけども、業者さんが持

って来る給食に対してですね、先ほどの答

弁では、本人の手に届くまで業者でしてい

ただくというふうな答弁がございました。 

  やはりこの中で、除去をできるもの、除

去ができないものについては、代替で給食

を提供するというふうなことで、全員喫食

というふうなことで、いいことだなと思い

ますけども、この本人の手に届くまでとい

うことで、やはりこれひとつ間違うと大き

な事故につながるお子さんもいるかと思い

ます。その中で、その辺の工夫ね、例えば

入れ物をかえるとか、その辺のあれがわか

るようになるとかいうふうなことは検討さ

れているのかどうかをお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず安全に、アレルギーに対応された、

お弁当を確実に本人に手渡すために、まず、

つくる製造段階では、もちろん全く違う容

器で、全く違う場所でつくるんですけども、

入れ物、わかりやすく色をかえようかとい

う検討もしてたんですけれども、やはり一

番可能性のあるのは、お名前を入れさせて

もらって、どこどこ学校の誰々さんという

ことで、札を必ず張って、間違いなく本人

の手に渡るように、工場から出て配送員、

それから配送員から配膳員、配膳員は学校

でクラスごとに取りにくる生徒に手渡すと

きに、その子の分はもう確実に手渡しで持

たせるという方法を今、想定させていただ

いて、考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  多分、先生方なりも、その辺は十分配慮
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していただくと思うので、大丈夫やと思う

んですけど。ただ、学校によっては今、東

能勢なんかでも、小学校でも同じクラスに

同じ名前の子がいるケースがあります。そ

ういうふうなことで、やっぱりそういうふ

うなこともやっぱり想定しながらね、やっ

ぱりそういうふうなものを間違って届いて

重大なことにならないような形に、しっか

りとやっぱり対応はしていただきたいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願い

します。 

  あと、次に、昨日もありました食物アレ

ルギーに対する教職員への知識付与といい

ますか、研修の話。昨日は、８月ごろに実

施したということでお聞きはしました。た

だ、やはりこれ学校自体４月を基準に回っ

てますよね。確かに新任の先生、教職員が

来られるケースもあると思います。やはり

時期的には、夏休みの関係とかがあって、

８月にされているのかもわかりませんけど

も、できればやっぱり早い時期にして、そ

ういうふうな知識を持っていただいて、子

供たちに接してもらうということが非常に

重要じゃないかなと思います。そういう意

味では、逆に４月というと非常にばたばた

して忙しいのかもわからないけども、やは

りより早く、そういうふうな情報を提供し

て、先生にしっかりと、その認識、知識を

持ってもらうというふうなことも必要やと

思うんですけども、そのあたりについては

どうお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  研修についてですが、今現在では給食と

して提供しておりますのは、小学校なので、

ちょっとまず小学校をメーンで想定させて

いただいておりますが、全くの新任で行う

場合には、改めてちょっと新任向けの研修

は必要かと思うんですけども、今現在、い

えば新任後、何年か経過した教職員がアレ

ルギーに対して行う研修を受けに行ってお

りまして、たまたま年間スケジュール、特

に担任を持っている先生、８月でないと出

て来れないというところで、担任対象の研

修が８月ということになってまして、養護

教諭のほうは早く、年度末の研修で医師会

のほうへ行かせていただいておりますので、

御理解よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  わかりました。 

  特に、そのような新人の先生には特にね、

注意いただきたいし、ただ、私が聞いたと

ころによると、小学校なんかでも、お弁当

を持ってきている子供にスープをついであ

げようと思って、実際、カニを触ったひし

ゃくですか、で違うものをすくって入れた

ためにアレルギー反応が出たということも

実際聞いています。 

  そのあたりについて、やっぱり保護者の

方から聞くと、そこらの教育もちゃんとさ

れているのですかねみたいなことで、やっ

ぱり不安な声も聞いてますので、そこら辺、

やっぱり私自身も息子に、そういうふうな

アレルギーを持った子がいないので、ぴん

とこないとこも若干ありますけども、やは

りそういうふうなことで、非常に場合によ

ったらアナフィラキシーとかいうことで、

命にかかわることもありますから、その辺

はしっかりと先生もですね、非常に気苦労

をかけますけども、やはりしっかりと、そ

の辺の対応等々については、より一層の注

意をですね、はらってほしいということで、

また学校側にもぜひともですね、働きかけ

をお願いしたいなというふうに思います。 
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  あと、次に、この報告書の中で、教育施

設の適正管理というふうなところで、東と

きわ台の大規模改修については、先ほど高

尾議員の中で答弁がありましたので避けま

す。ただ、これたびたび出てくる話ですけ

ども、やはり東能勢小学校、中学校、東能

勢についてはトイレもですね、ある程度改

修をしていただいて、においの点は、もう

ましになったと、きれいで使いやすいとい

うことで聞いてます。 

  ただ、光風台小学校とか東ときわ台小学

校についてはですね、トイレが非常に臭い

というふうなことで聞いてますけども、こ

のあたりの対応、対策についてはどのよう

にされているか、お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  トイレのにおいについてでございます。

これ確かに、今、全学校、水洗化というこ

とで、水洗方式をとってはいるんですけれ

ども、フラッシュバブルという、もう２０

数年前から普及しておる方式でやっており

まして、特に小学生低学年になると、フラ

ッシュバブルの操作がまだ、現実に、そこ

らにない状態になってきてますので、使い

方がわからないということで、まずは１年

生、何を教えるかといったら、まず和式便

器の使い方、それからフラッシュバブル、

もしくはタンク式、でしたらタンク式のレ

バーの使い方、これを教えるんですけれど

も、やはり水洗ですので、水で流さない限

りは、おしっこでもやっぱりにおいますの

で、水洗機能が、まずは十分すること、こ

れがもう私ども今、修繕の範囲でできるこ

とと思っております。 

  それプラス、近年、東能勢小学校のほう

でも改修させていただいたように、ドライ

方式、これは清掃も水かけて終わりという

わけにはいかない状態で、モップできれい

に清掃していただいておりまして、におい

のほうも解消されておるということですの

で、今後、小学校から中心に、学校を改修

するときには何とかトイレのほうの改善も

行ってまいりたいと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  やはり、この衛生面ではですね、例えば

そのいろんな意味での菌の繁殖とかいうふ

うなこともあるでしょうし、例えば、そう

いうふうなことで病気がうつりやすくなっ

たりとかということもあると思いますので、

やはりそのあたりも改修の都度になると思

いますけども、忘れないようにしっかりと

改修等々もお願いしたいなと思います。 

  あと、何点かあったんですが、ちょっと

時間の関係上、飛ばさせていただきます。 

  次の情報発信についてですけども、これ

今まで何度も話をさせていただいてます。

Ｆａｃｅｂｏｏｋによる情報発信について

ということで、これいろいろ、これについ

ても確かに情報セキュリティの面とか、い

ろいろなリスク、デメリットがあるという

ことも聞いてます。 

  ただ、今もう既にいろんなところで、こ

ういうようなものを採用されている。一番

先進は武雄市、我々も視察に行きましたけ

ども、あそこなんかは、今イベントがこん

なんありますという都度都度、当然、僕ら

も見させてもらってます。 

  やはりそういうふうなことで、今回も例

えば、キャラクターの投票なんかもですね、

例えばこういうふうなことに登録してもろ

たりとか、豊能町の友達追加してもろてい

たら、そういうふうな情報も多分、適宜発

信できただろうし、そういうふうなことも
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やっぱり工夫としては要るんじゃないかな

と思うし。 

  もう１点は、町長の、例えば挨拶なんか

もですね、動画配信したらどうですかとい

うふうなことも提案をさせてもらったこと

もあります。ただ、その辺についても勉強

していきますということで、今まで回答、

終わってますけども、今、現状どのように

考えておられるかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃったとおり、最近Ｆａｃｅｂｏ

ｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ導入しておる自治体、

非常に多ございます。Ｆａｃｅｂｏｏｋ、

Ｔｗｉｔｔｅｒということにつきましては、

気軽に生の情報を発信できるという手段と

して非常に有効であろうということは我々

考えておるの、これは事実でございますけ

ども、一方で日ごろから使いなれていない

方、私もその一人ですけども、そういう方

につきましては、情報収集の手段としては

現実的ではないということで、その情報手

段に偏り過ぎるとですね、我々はそれに頼

り過ぎると情報が、そういう方に偏ってし

まうということも懸念をされるというとこ

ろでございます。 

  今後、町のホームページを更新するとい

うことで進めてまいろうと思っております

ので、それに合わせて、そういうＴｗｉｔ

ｔｅｒなどを、Ｆａｃｅｂｏｏｋなどを導

入するかどうかについて検討を進めて、今

後も検討を進めてまいりたいと思っておる

ところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今おっしゃった件ね、確かにそうかもわ

からへん。ただ、やはり別に、それを、Ｆ

ａｃｅｂｏｏｋをやるから広報をやめてま

うとかじゃないんですよね。当然、それは

追加でやっていけばいい。例えば、Ｆａｃ

ｅｂｏｏｋなんていうのは、別に無料でで

きる。別にコストもかからない。そういう

意味では、別に追加の情報発信、情報収集

の手段として使ってはどうですかというこ

とです。 

  今は、検討しますと言っていただきまし

た。ただこれ行政なりの検討ですか、お聞

きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  検討に当たりましては、先ほど申し上げ

ましたホームページの切りかえのときとい

うことで申し上げておりますけども、これ

は来年度以降ということを考えております。

そのタイミングに合わせてということにな

りますけども、もう現在、今、導入してお

ります団体、多々ございますので、それら

先進地といいますか、そういう今、利用な

さっている団体のことを研究して、それを

参考にしながら勉強した上で、導入の可否

を検討してまいりたいと思っております。 

  よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ぜひね、来年のホームページ更新時期に、

そういうふうなことを検討されるんではな

くて、もう今からでもできますから、検討、

検証というのは今年度中にしておいて、来

年のホームページの更新のときには、それ

をするかしないかじゃなくて、もうしない

ならしない、するんであればすぐ着手する

というふうなことで、ぜひともスピード感
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を持ってお願いしたいなと思いますし、行

政なりの検討ということで終わらないよう

に、必ずしていただくように、別にこれ実

行じゃなくて本当に検証していただいて、

その有無を判断いただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

  それと、最後にイメージキャラクターの

創出事業についてです。これについては、

ちょっと私自身ですね、通告書には、ここ

までのプロセスはいいが、今後の展開につ

いてどのように検討しているのかというふ

うに書かせていただきました。 

  ただ、先般の投票率１０％以下というこ

とを聞くと、非常にちょっと残念やなと率

直に思ってます。ただ、それまでの努力、

ホームページのたび重なる更新、また駅で

の投票、例えばＪＡでの投票ができる等々

も努力をされたことは十分もう承知した上

での発言になりますけども、これね、８月

１６日で締め切られた。投票率が今、１

０％を切っている。これやめてしまえと僕

は思っていません。ただ、この投票を延期

する等々の考え方はなかったのか、お聞き

したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  投票率が低かったということは非常に残

念で、私たちも思っております。投票が終

わってから投票率がわかったということで

ございまして、開票してしまったというこ

とでございますから、そのときは投票を延

期するとか、もう一度とかいう考えはござ

いませんでした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  やっぱりね、これせっかく、まあまあ今

さら感はあったけども、町の一つの今後の

ＰＲツールとして、やっぱりしっかりやっ

ていくというふうなことを踏まえると、や

っぱりほんまに１０％でやるのかなという

ふうに正直思ってます。 

  ただ、そういう意味では確かに、先般も

言っておられましたけども、例えば切手を

みずから張って出してくださいねという方

式だとか、例えば８月の夏休み期間中にし

てしまったとかですね、多々問題点はあっ

たと思うんですね。やっぱりそれを踏まえ

て、確かに正当な、確かにあれは賞金と言

いますかね、もう出るようなことなので、

なかなか方向転換でも難しいのかもわかり

ませんけど、やっぱり本当に、これを期間

延長して、まだ再度受け付けるということ

は、別にできないことはないんじゃないか

と思うんですが、できない理由についてお

聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今回の、このイメージキャラクターの選

定につきましては、広く住民の皆様に広報

をしておると、広報誌にも載せております

し、ホームページにも載せておると、チラ

シもまいたし、ポスターも張ったしという

ようなことで、いろいろ住民の皆様に既に

広く知らしめているということで、当初の

予定どおり進めてまいるということを思っ

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  確かに、そういうふうな考え方もあるで

しょう。ただ、これについてはですね、あ

まり言うても仕方ないかと思いますし、ぜ

ひとも、これが投票率も悪かった、結局、



 

 3－43 

企画倒れになったということにならないよ

うに、やはり今後どういうふうな展開をし

ていくかいうことが一番ポイントになって

こようかと思います。 

  その中で、当然、今度１１月にお披露目

会をやるというふうには聞いています。た

だ、やはりこれね、商工会、観光協会に教

える、それは内々で、できるだけ情報が広

がらないようにということで、きのうも御

説明がありました。 

  ただ、その中に、それどういう進め方が

いいのかというのは多々、多分いろんな考

え方があるでしょう。多分、今、行政が考

えておられるように、どんと打ち出したい

と、だからちょっとできるだけクローズで

やりたいんだという考えもあると思います。 

  ただ、きのう議員からもいろんな意見が

ありました。それについては、よく御検討

いただいたらいいのかなというふうに思っ

てますし、ただ、やはりそれも含めて、や

っぱりこのクローズで進める中でですね、

やっぱりしっかりと、そのぬいぐるみの公

表というかね、だけがどんとあの日になる

んじゃなくて、やっぱりそれとともに、引

き続いていろんな、例えばグッズだとか、

例えばどこかの企業に、そういうふうなロ

ゴをつけてもらった商品が出るとかいうふ

うなことも含めてですね、本来やっぱりで

きたらいいと思うし、やっぱりそういうふ

うな展開がなければ、多分つくったで終わ

るん違うかなというふうに思いますけども、

その辺の今後の仕掛けですね、投票率が低

かったことは確かに仕方ないし、それは行

政としても非常に悔しいとは思いますけど

も、その反省を踏まえて、今後、改善して

いただくということは前提でですね、今後

の展開として、どのように考えておられる

のかということをお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  イメージキャラクター、せっかく選ぶわ

けでございますから、広く浸透してもらい

たいと、活躍もしてもらいたいと思ってお

ります。 

  それには、まず町内に浸透すること、こ

れが、まず第一で、町内に発信するために

は、町民の皆さんに親しんでいただくと、

特に子供たちに親しんでもらう、中学生の

女の子たちに親しんでもらうとか、そうい

う広まる人たちですね、家族にも広まって

いくような人たちに、とにかく広めたいと

いうふうに思っておりますし、それから、

観光協会、商工会の方々につきましては、

今回の選定委員会には委員として入ってい

ただいていたこともございまして、情報を

提供をして１１月１０日のとよのまつりで

お披露目はしますけども、それまでに観光

協会として、商工会として、そういうキャ

ラクターグッズのようなもの、キャラクタ

ーを広める方法というものを準備していた

だいて、お披露目と同時に商工会も観光協

会も町とともどもに、そういう活動という

ものを展開していただくということを目指

しているものでございまして、町の中でい

ろんなイベントに参加するのはもちろんで

すけども、商売というものにも大いに活用

していただいて、広めていきたいなという

ふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ぜひとも、その辺は頑張っていただきた

いなと思いますし、例えば、箕面のゆずる

君、テレビの車のＣＭにも出てる、十六茶

の宣伝にも出てる、きのうなんかは、十六

茶のやつで、ラインのスタンプが、ゆずる
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君に送られてきました。そんなことで、や

っぱりいろんな仕掛けをされていると思う

んですね。やっぱりそういうふうな、隣に

そういういい市がありますし、また、中井

副町長も、そちらにも人脈があろうかと思

いますので、ぜひとも、そこら辺の情報収

集をしながらですね、企画倒れに終わらな

いように、今回の、この投票率の低さを挽

回できるように、ぜひとも頑張っていただ

きたいなと思います。 

  最後になりましたけども、４年間ちょっ

と、私も新人の議員からいろいろとわから

ないことも含めて、偉そうなことを言った

かもわかりません。その中で、理事者の皆

さんには懇切丁寧にお答えていただきまし

て、本当にありがとうございました。 

  きょうで終わるわけですけども、また今

後とも、またよろしくお願いします。あり

がとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  今、議長に御指名いただきましたので、

豊民クラブ２番、井川佳子、一般質問を始

めさせていただきます。 

  すみません。今も橋本議員のほうからで

もね、イメージキャラクター町民総選挙に

ついてのお話もありましたけれども、通告

書に従いまして、ちょっと中身、順番変わ

るかもしれませんけど、親切なお答えをよ

ろしくお願いいたします。 

  ではですね、つまんない質問かもしれま

せんけど、ちょっと疑問があるので、はい、

お聞きします。 

  まず、当初ゆるキャラって呼んでました

けど、途中でですね、イメージキャラクタ

ーという商標をかえられましたよね、これ

は何かひっかかる理由があるのかなと思い

まして、お聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私どもとしましては、初めからイメージ

キャラクターというふうに表現しておった

というふうに思っておりまして、ゆるキャ

ラというような表現を使ったというような

ことは、応募をするときにゆるキャラをイ

メージしていただいて応募してくださいと

いうようなことは申し上げましたけども、

事業の名前とか、正式なところではイメー

ジキャラクターということを申し上げてき

ておったというふうに思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  あんまりこだわることではないかもしれ

ないんですけどね、予算書とかでちらっと

見たような気がしたのでお聞きしたんです

けれども、別にいいです。すみません。 

  じゃあ次いきますね。 

  当初、お聞きしてたときには１０候補に

最終絞るという予定って聞いていたんです

けれども、それが６候補になった理由とい

うのは、何かあるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かに、予算特別委員会のときにですね、

１０点ぐらいに絞りたいというような説明

をしたということでございますけども、１

０点ぐらいと言うておたけども、その１０

点というふうに決めておったいうようなも

のではございません。そういうイメージで

というようなことを説明したつもりでござ

いました。 
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  それから、最終的には９作品を選定委員

会で選定していただいたわけでございます

けども、類似品チェックというものを発明

協会のほうと御協力を得ながらやったとこ

ろ、その最終９作品残ったうちの３作品が

類似作品のチェックにひっかかったという

ことで、それらを除外しましたために、最

終的には町民総選挙には６作品でお願いを

したというところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  私が聞いているというのは、広報にも載

ってましたしね、イメージキャラクターは

応募総数８９２作品と公表されておりまし

た。 

  全国津々浦々から応募がありましたとい

うふうに書いてありましたけど、実は一つ

はね、豊能町から北海道の大学で酪農を勉

強している男の子がですね、これをホーム

ページで見つけて、ぜひ応募しようという

作品もありましたし、そんないろんなです

ね、まず作品を応募したというところで、

とても話題を生んだんじゃないかなと思っ

ております。 

  またですね、これを８９２作品もあった

のをですね、６候補に絞り込んだ観点とい

うのが多分あったと思うんですけれども、

どのようなものがあったのか、多分、皆さ

んも、投票された方も、されてない方もで

すね、広報でしっかり見ていらっしゃるの

で、お知りになりたいかなと思って質問さ

せていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  どのような観点で絞り込んだかというこ

とでございます。 

  我々、最初から選定基準というものをつ

くっておりまして、その選定基準を選定委

員会にお示しして、選んでいただいたんで

すけども、その選定基準は、多くの人から

親しまれ、愛着が持たれるデザインである

こと。 

  二つ目は、着ぐるみやぬいぐるみ等にも

活用できるデザインであること。 

  三つ目に、豊能町にある特定のものだけ

をＰＲするものではなく、豊能町の魅力や

特性等を印象づけるという趣旨にふさわし

いものであり、豊能町等のまつり、イベン

トに扮装参加できるデザインであることの、

この三つの基準を観点として選んでいただ

いたというところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうですね、まず、イメージキャラクタ

ーですからね、より多くの方に親しまれる

デザインでないといけないと思いますし、

また着ぐるみというのも予算委員会で出て

ましたので、中に入れる構造じゃないとい

けないというのもわかります。 

  はい、よくわかりましたけれどもですね、

どうなんでしょう、一番最後のがひっかか

るかかるんですけど、何かを売りたいわけ

だったわけじゃないんですね。何かを、特

定のものをＰＲするのではなく、イベント

等でとおっしゃるんですけれども、どうな

んでしょう。イメージキャラクターを、こ

れから活用するに当たってですね、何かを

売りたいからイメージキャラクターがあっ

たんではないんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このイメージキャラクターで売りたいと
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いうのは、まさに豊能町そのもの、豊能町

の名前、豊能町そのものを売りたいという

ことでやったものでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  予算委員会のときもお尋ねしました。何

か売りたくてやるんじゃないですかって聞

いたら、いや、豊能そのものですとおっし

ゃってました。豊能そのものってすごい漠

然だったんですけれども、このかわいいキ

ャラクターがね、六つ出てきまして、はい、

本当にかわいらしいなと思ったんですけど、

実はですね、我が家でも票が割れました。 

  とよのんが三つ、ここで公表します、井

川家の。５番のうぐいすのとよのんのが１、

それで井川家の総評は１番のとよのんとい

うことでですね、家での結果はそうなった

んですけれども、あのね、どうして一家に

１件じゃなきゃいけなかったのかなと私、

思うんですね。きのう聞いたところですね、

投票率が割ったら9.５％でしたか、はい。 

  どうなんでしょうね。もしもですよ、お

一人に１票ずつあってですね、もっと、例

えば切手を張るというのは一つの手だった

かもしれませんけれども。例えばですね、

自治会に協力してですよ、グループ長が集

め、幹事が集め、自治会が集めという方法

もあったかもしれないし、それから、駅で

もですね、１日ずつでしたよね。それも私、

駅に行ってみて、その用紙があるのかなと

思って行ってみたら、そらそうですよね、

１軒に１枚ってされているんですから、用

紙がそこにはないですよね、投票箱しか、

あっそうなんだって、そこで理解したんで

すけどね、なぜ一家に１件じゃなきゃいけ

なかったんですかね。 

  例えばです、関心を呼ぶというところに

観点を置いていらっしゃるんでしたらね、

別に一人に１票って、もっと投票率があっ

てもよかったんじゃないかなって思うんで

すけど、その辺のお考えいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かにおっしゃるとおり一人１票にしな

ければならなかったというようなことは思

っておりませんけども、我々が一家に１票

にしたというのは、やはり家族みんなで、

皆さんで、どうしようかということを話し

合ってもらいたかったというのが一番でご

ざいます。 

  そういう家族みんなで考えてもらうとい

う、一つのきっかけで、このイメージキャ

ラクターに愛着を持ってもらえたらなとい

うようなことを考えて、一家に１票と、一

世帯に１票ということにしたものでござい

ます。 

  仮に、一人１票というふうにするために

は、事前に投票用紙を配布するということ

になりますので、例えば誰々さんとこは何

票と、誰々さんとこ何票というのは住民基

本台帳とか選挙人名簿を見れば、それはわ

かるかもしれませんけども、そこまで我々

できませんので、事前に投票用紙を配ると

いうのが難しかったというのも一つ理由な

のかなというふうに今となっては、いろん

な議論をした中で一世帯１票にしたんです

けども、そのように思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  なるほどね、おっしゃってみられたら、

お好きな方が一人で１０枚入れるかもしれ

ないって、そういうふうに考えたら、そう

なのかなとも思うんですけれども、でも確

かにね、何か町を売り出してやってみると
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いう方法としたらすごいおもしろかったん

じゃないかなって思うんです。何か手近な

ところからですね、やってみるということ

が、まず大事だと私は思うんですね。 

  それで、ひこにゃんちゃんですね。熊本

にはくまモンちゃんもいますけど、彦根の

ひこにゃんちゃん、皆さん御存じですよね。

年賀状もいっぱいもらっているんですよ。

このひこにゃんちゃんなんですけど、ひこ

にゃんちゃんのね、由来というのがあって

ですね、昔、井伊直弼さんが、にわか雨に

遭って、大木の下で雨宿りをしてたときに、

手招きをする白猫を見て近寄ったところ、

直後に大木にかみなりが落ちた、この白猫

のおかげで難を逃れたというので、ひこに

ゃんちゃんの白い猫があるのでございます。 

  そういう由来というのも、ちょっと物語

としてですね、そのキャラにあったらどう

かなと思うんです。 

  私たちは知りません、何が１位なったの

かね、この６人の中で、どれもかわいいと

思うんですけど、このメッセージが、いろ

いろと書かれているんですけどもね、その

ような、後づけでもいいと思うんですよ、

このメッセージというか、この選ばれたイ

メージキャラクターさんにですね、どんな

メッセージ性を考えていらっしゃるのかな

って、今考えてなかったら考えてないでい

いですけど、考えていらっしゃるんだった

らお答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長、答えられますか。 

○総務部長（内田 敬君） 

  イメージキャラクターにつきましては、

今おっしゃったようにプロフィールとか、

そのキャラクターのストーリーというもの

が大体ございます。 

  それにつきましては、我々もそれはつく

っていきたいというふうに思うんですけど

も、まずは、我々、かたい頭の行政マンが

つくるのではなくて、やっぱり住民の皆さ

んにつくってもらいたいなというふうに思

っております。 

  ですから、ストーリー、こうこうこんな

子ですというふうに言ってしまうんではな

くて、お披露目した後に、どんどんストー

リーが後からついてくるというようなもの

なのかなというふうに思いますが、それま

でにお披露目するときには、こうこうこう

いう子ですということは言わなければお披

露目にならないと思うので、それらのプロ

フィールのようなものは、最初につくらな

ければならないのかなというようなことも

考えておりますが、それについては、お披

露目までに詰めていきたいというふうに思

っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  見事１位を取られた方には、豊能に準じ

て１４万円ね、支払われます。その後です

ね、聞くところによると商標登録するとか

おっしゃってたような気がするんですけど、

これで間違いないですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃいましたとおり、商標登録はい

たしまして、皆さんには使っていただきま

すけども、ほかに登用されないというよう

なことは、そういう対策はとっていきたい

と思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  先ほど申し上げましたひこにゃんちゃん、
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ひこにゃんちゃんを利用するにはですね、

こういうデザインで利用してくださいとか

ですね、ひこにゃんちゃん公式サイトとい

うのがありましてですね、そこでしっかり

書かれているんですね。無料で使える場合、

それから、有償で使える場合というような

区分けがあります。 

  無料で使えるのは国、地方自治体、その

他公共団体で、公共用に使用するとき、自

治会やＮＰＯ、その他の公共的団体で、ま

たこれも公益的な活動に使用するとき、そ

れから放送機関、新聞社、通信社、その他

の報道機関で報道目的に使用するとき、そ

れから、出版社と旅行会社等で市、彦根市

へのお客さんを誘導していただく効果が期

待できるときは無償で使ってくださいとい

うのがあるんですけど、その他というのが

ありまして、公益上の観点から、市長が無

償とすることが適当であると認めるときは、

無料ですけど、その他は有償ですよ。 

  その有償にする方法としてですね、証紙

を商品等に張りつけてください。ちゃんと

登録してお金を払ってますよということが

わかるように張ってくださいというのがあ

るんです。それ以外のはだめです。 

  それとですね、ひこにゃんせんべいとか、

ひこにゃんまんじゅうとか、そういうふう

に使わないでくれという細かい規定がある

んです。そのような対策はどうなさるおつ

もりですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  商標登録をいたしますけども、町内の商

店には、たくさん活用してもらいたいと思

っておりますので、当面、町内の方々にお

使いいただくときは、無料で使っていただ

きたいなと思っております。 

  ただ、無断で使うということではなくて、

届は出していただいて、こうこうこういう

ものにえますということでお届けしていた

だいた上で、無料で使ってもらえたらなと

いうふうに思っておりますが、細かい、今

のようなひこにゃんのような細かいところ

をどこまで決めるかということでございま

すけども、それは今後、また検討してまい

りたいというふうに思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  はい、わかりました。 

  先ほどですね、イベントでどんと発表す

る、町のまつりでされると言った後にです

ね、観光協会とか商工会とかで、そのとき

にグッズを既に売り出すというお話をなさ

ってたので、そのあたりはどうなっている

のかなと思って、今のお話をさせてもらい

ました。町内の方に限ってですね、はい。

そのようにして使っていただくというお話

です。 

  ただですね、船橋区のフナッシーって御

存じですか。私、実際見たことないんです

けど、何か変な踊りをするとか言ってね、

船橋市のイメージをすごく悪くすると行政

が思ってらっしゃるのかどうか知りません

けど、あれは船橋市のイメージキャラクタ

ーじゃないんですよ。それでですね、やっ

ぱり豊能町のいいイメージを売っていきた

いというので、イメージキャラクターをつ

くっていくわけですから、そのような管理

というのはとても大事なことになってくる

と思うんです。 

  逆に変なふうに使われても困りますし、

そのような管理はどうなさいますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 
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○総務部長（内田 敬君） 

  商標登録をいたしますので、無断の使用

はないということで、届をしていただいて

許可というような格好で使っていただくの

で、管理はできるものというふうに思って

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  はい、そのための商標登録ですよね。よ

くわかります。しっかり管理して有効に使

っていただきたいと思います。 

  予算特別委員会のときにも聞いたんです

けど、いま一度お聞かせいただきたいのは、

このイメージキャラクターをどのような方

法で、どのような観点で、どこへ売り出し

ていくかというのをね、最後に聞いておき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  活用の仕方でございますけども、これは

町内の各種のイベントに使うのは、これは

もちろんのことでございますけども、いろ

んな啓発活動、町も各団体も行っておりま

すが、そういう啓発活動での出演とか、そ

れからチラシ等での活用、先ほど申し上げ

ました町内の商店とか企業で利用していた

だくこと。 

  それから、職員とか住民の方々が名刺に、

そのキャラクターを印刷して広めていただ

くとか。あとは封筒とか、対外的に出すそ

ういう文章の類いに印刷をして、広く知っ

ていただくとか。 

  あとキャラクターグッズの作成、販売な

どを想定しておりますし、町外に向けては

御堂筋ｋａｐｐｏとか、大阪ミュージアム

とか、催しがございますので、そういうと

ころに出演をしていきたいというふうに思

っておりますし、近隣の市町村には既にキ

ャラクターがたくさんございますので、そ

ういう近隣の市町村とのキャラクターの共

演とか、呼んでいただくとか、またこっち

にも来ていただくとかいう交流ができたら

なというふうなことも思っておりますし、

ゆるキャラコンテスト、何位になるかわか

りませんが、そういうコンテストにも参加

をしていきたいとか、いろいろな構想は持

っております。使えるものは何でも使って

広めていきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうなんですよ、名刺なんですよ。あの

ですね、教育長も御存じですよね。この前

にですね、視察に来られた団体が二方あり

まして、そこにも町のゆるキャラの名刺が、

すみません、来られた町議会議員の名刺に

そろって入ってたんです。行政の方の名刺

にもそろって入ってました。おそろいの名

刺ってすてきだなと思って見てまして、し

かも、そのイメージキャラクターがみんな

載っている。これ何ですかって聞いたら、

いろいろいわれがあるので、「しょうぶ」

がねっていう話になって、また、そこから

お話がつながっていく、じゃあ向こうもも

らったし、じゃあこちらも出すし、この何

か知りませんけど、何々ちゃんはねという

話になるじゃないですか。それもすてきな

アイデアだと思うので、全職員の方が、そ

の名刺を使っていただくとですね、大阪府

にも広まりますし、また、私が、たった箕

面にお花を教えに行ったときに、豊能町っ

てどこですかって、とても悲しい質問を受

けまして、いえいえ、そのトンネルを通っ

てもらったらすぐ豊能町ってあるんですよ
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って言ったら、私ね、光風台に友達がいる

んですよとおっしゃるので、それも豊能町

なんですよって言ったら、ああじゃあ私、

豊能町に行ってたんですねという話になる

んです。やっぱり、そのゆるキャラでです

ね、豊能町を広く知っていただきたいと思

います。すごい期待しているので、よろし

くお願いいたします。 

  では、次の質問いきます。 

  ふるさと納税についてですね、お伺いす

るように予定してました。 

  これ皆さんに見ていただきましょう、こ

れね。「豊能町ふるさと寄附いいかも！」

って書いてあります。いいですよ、これ。 

  私ね、平成２４年の第１回定例会におい

て、ふるさと納税に対して、特産品をプレ

ゼントしたらいかがですかというふうにね、

提案させてもらいました。 

  実はですね、猪名川町でそれをなさって

て、それが朝日新聞の夕刊の第一面にばん

と載ったのを知ったので、それを言わせて

もらったんです。 

  それから、何年たちました。でもでもね、

これ、こういうふうになったので、議員と

したらですよ、私の仕事は、提案したらで

すね、行政の方に考えていただいて、何と

いうんですか、具体化してもらうものは具

体化してほしいという、私たちの願いがあ

るわけですよ。それをかなえてもらって、

これなのか。すごい私的な質問になっちゃ

うんですけど、それとも、そんなん忘れて

たけども、やってみたらいいんじゃないか

なと思ってやってみましたなのか、そこを

まず聞いてみたい。すみません、お願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ふるさと寄附に対してのプレゼントの件

でございます。 

  確かに井川議員おっしゃったときに、そ

のときの答弁としては、研究させていただ

きたいというふうな答弁をさせていただい

ております。 

  今回につきましては、豊能町の知名度、

名前を外部にも発信したいということと、

それともう一つは、このプレゼントによっ

て寄附がふえるということを目指して導入

をしたというものでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ごめんなさい。じゃあ私の案を取り入れ

てやったっていうわけじゃないということ

でいいんですね。はい、わかりました。 

  じゃあ、あのですね、その当時です、寄

附にプレゼントをしていたら、寄附の目減

りがするという、その取り入れられた町の

例をひいてですね、あんまり考えてないよ

うなふうな感じはお答えをいただいたんで

すよ。 

  今回、このふるさとの寄附に踏み切った

んですから、その目減りをしないという目

算があってなさったわけですかね、はい。

そこをお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  プレゼントをするということでございま

すから、当然、寄附をしていただいて、プ

レゼントをするということは、そのプレゼ

ントの分だけ寄附金が目減りするというこ

とは、当然そういう計算になるわけでござ

いますけども、このプレゼントを導入する

ということで、寄附していただく方がふえ

るのであれば、その分、目減りはカバーで
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きるというような目算もあったというのも

確かにございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  そうです。私もそのときに申し上げまし

た。損して得を取れというじゃないですか。

豊能町のＰＲにもなりますよって、早速取

り組んでいただいて、すごくうれしく思い

ます。はい、たとえそれが私の意見でなか

ったとしてもですね、でも一つでも実現で

きたんですからね、私たちのいる存在価値

というのは、一つはクリアしているのかな

と思います。 

  では、中学校の給食について移らせてい

ただきます。 

  昨日からもありましたし、先般、橋本議

員の質問にもありましたが、母親の立場に

なって考えますと、給食に踏み切っていた

だいたのは、すごくうれしいんではないか

と思うんですね。 

  はい、私はですよ。息子も娘もおりまし

て、ちゃんとお弁当をつくりました。毎朝、

毎朝、朝練ですごく早くてもやっぱりちゃ

んと起きました。それが子供と私のつなが

りの一つのツールでもあるとも考えました。

でも、そう考えないお母さんもいらっしゃ

るかもしれないしね。 

  それとですね、やっぱり子供に聞いたら、

毎日、パンを買いに走るお子さんもいると

いうふうに聞いています。やはりいろんな

家庭がいらっしゃる中でですね、やっぱり

義務教育ですから、一律な教育の機会均等

という面でもですね、やっぱりその食育を

考えたときでも、お昼御飯ぐらいちゃんと

栄養を考えたね、栄養を供給するという点

でも、今の取り組みはすてきなことだと私

は思ってますね。 

  でも、やはりですね、この給食を取り入

れられた発端というのがありまして、実は、

大阪の学力調査がとても低かったと、それ

の原因はですね、給食の率が低いからじゃ

ないかというような案がありまして、それ

で踏み切られたと聞いてます。 

  大阪がですね、ごめんなさい。今、ちょ

っとプリントをなくしちゃって慌てている

んですけども、総額幾らだろう、どこかい

ったんだろう。ちょっとだけ待っていただ

いていいんですか。 

  すみません。それ教育長のほうにお答え

いただいたらいいかもしれない。府が総額

４２３億円だったと思うんですけど、とに

かく用意されてですね、それを豊能町は果

敢にも取りにいこうとされてるわけですね。

給食は市町村の責任ですよというのになっ

てまして、それをクリアするのは町長の英

断によって今、予算化されてるわけですか。 

  要するに、私がまず聞きたいのはですね、

大阪府の学力が低かったということなんで

すけど、でもね、私思うんですけど、豊能

町ではそうではなかったんじゃないかなと

思うので、今、ホットなニュースで学力テ

ストのね、調査が出てるじゃないですか。

それをまずお聞かせいただいて、次の質問

へ行かせてもらいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  きのうですね、ＣＤでというかＤＶＤで

届きまして、それをけさ、担当課長が少し

整理をしまして、今、私の手元にあるもの

を少しお伝えしたいと思いますが、総じて

ですね、豊能町、小学校も中学校も全国平

均より上です。 

  例えば、小学校の場合ですね、全国と比

べて1.３ポイント、国語Ａですね、国語Ｂ
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が1.６ポイント、算数Ａが1.２ポイント、

算数Ｂが、このＢというのが応用問題で、

Ａが基礎基本なんですけどということです。 

  中学校は、中学校はもっと高くてですね、

国語Ａは全国よりも3.９ポイント、国語Ｂ

が4.５ポイント、数学Ａが8.４ポイント、

数学Ｂに至っては10.２ポイントとなってい

ます。 

  ちょっと興味がありましたので、秋田と

比べたらどうかと。なぜかというと秋田っ

て１番をずっとキープしているものですか

ら、それでどうかなと思ったんです。 

  小学校はですね、算数Ａが秋田の９５％、

それ以外が大体９割弱のところで、まあま

あ健闘しているというふうに思います。中

学校は、秋田よりも全て高いです。特に数

学Ａ、Ｂはですね、例えば秋田を１とする

と、1.０５、1.０９というわけで、秋田よ

りも中学校は高いということになります。 

  それで、全国平均より全体的に高く、か

つ中学校は秋田に比べて遜色ないというか、

レベルが高い状況をキープしているという

ことをお伝えして、私の答えにさせていた

だきます。 

  どうもありがとうございました。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  はい、すごいですよね。 

  今、皆さん聞かれましたか。あれですご

い豊能町の教育はすばらしいもんだという

ことがね、証明されたような気がします。

でもですね、親って、すみません。親御さ

んのアンケートでは７割の方が希望されて

たわけですね。その７割の方が喜んでいら

っしゃるかもしれませんけど、やっぱりね、

導入されるとですね、今度は心配事もふえ

るわけなんですよね。私のお弁当なら、国

産のお米を入れます。私の弁当なら、豊能

町産のお米を入れるんです。 

  それから、野菜も国産をしっかり。それ

からもし何かウインナーとか入れるんでし

たら、添加物にも気をつけます。赤いウイ

ンナーは買いません、私、はい。 

  合成着色料はやはりよくない。黄色のお

漬け物もですね、実はぜんそくの原因にな

ったりする、黄色の色がというふうにです

ね、母はしっかり、一生懸命考えるんです

けど、すみません、願いをかなえておいて

もらって、さらにお願いするのはあれです

けど、でもやっぱりですね、そういう立場

に立ってお答えいただきたいんです。その

食の安全性というのはね、どのように業者

さんにお願いして、どのようにされたのか、

お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  まず業者の募集に当たりまして、豊能町

中学校給食、まずは衛生管理基準、これを

設けて理解の上、応募くださいということ

としております。 

  それと、調理業務の委託仕様書、こちら

のほうもお示しして、仕様に従って履行で

きる方というところで、もともとの根本と

しましては、厚生労働省の大量調理施設、

衛生管理マニュアル、それから文科省のほ

うでは、学校給食衛生管理基準、こちらを

遵守できる施設であるかというところを、

私どもも視察によって確認をさせていただ

いたところでございまして、契約候補者と

仕様書の調整を行った上、協議が整い次第、

５年間ということですので、契約の手続を

進めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  すみません。さまざまな衛生管理基準で

ありますとか、教えていただいたんですけ

ど、今、私が聞いたのは、その添加物とか

ね、そういうのはどういうふうな対応が、

ここに書かれてあるのかということをお聞

かせ願いたいんですけど。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  申しわけございません。ちょっと基準の

詳細については、すぐちょっとお答えがで

きない状態で、私の知識が不足で申しわけ

ないんですが、学校給食、小学校給食はも

ちろん議員おっしゃったとおりの食材を採

用しておりまして、中学校給食についても、

食材の購入については、豊能町が全て確認

をして、どこから仕入れた食材をどう使う

かということで、献立メニューの段階で、

豊能町が関与することとしておりますので、

小学校の給食と同じレベルの食材以上を確

保したいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  では、無着色のウインナーとかね、保存

料の入ってない練り物を使ってほしいとか、

そうなんですよ、おっしゃるとおりね、そ

ういうものはすごい高いんですね。ですか

ら、この料金ですね、この間、教えていた

だいた料金では、すみません。そのプリン

ト、今ちょっとどっかいってあれなんです

けど、お幾らでしたっけ、１食当たり幾ら

でしたか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  さきの御質問では、全体の１カ月という

ところでお答えさせていただいたところで

すが、今現在、小学校は１食当たり２１８

円、これは今現在の消費税が込みでなって

おります。 

  それから、中学校、量も内容もふえるこ

とになりますので、１食当たり、これも税

込み３００円というところで今、試算をし

ておるところですが、食材次第で、これも

変動するというところで、最終調整、めど

としては、このあたりで考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  その中で、どうか頑張ってほしいと思い

ます。より安全な食材を求めてですね、教

育委員会さんのほうで管理されるというこ

となので、少しは安心したんですけども、

お願いいたします。 

  では、私、何かもう一回、聞き漏れたこ

とがあるみたいなので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  何のあれですか。 

  それでは答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  ありがとうございます。 

  説明が不足しておりました。ただいま申

し上げました金額は、給食費全体のうちの

保護者負担に当たる部分でございまして、

食材費を除いた、その調理、配送、配膳に

かかる費用は、業者のほうが提案しており

ますのは、これちょっと税抜き、消費税が

幾らになるか、ちょっとまだ想定できませ
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んので、税抜きで提案しておりますのが２

５８円、これプラス保護者負担ということ

が給食費の総額ということになりますので、

失礼いたします。ありがとうございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  では、１食当たり５５８円と理解してよ

ろしいんですか。だって、あれそうですね、

はい。そうですね。 

  ５５８円の１食当たりのお弁当って、ち

ょっといい料金ですね、よかったですね、

本当に。もっと安いのかなと思ってました

けど、はい。 

  それとですね、ちょっと書いてないので

あれなんですけれども、例えば小学校でし

たらね、１カ月分の献立表というのが家庭

に配布されるんです。そしてですね、あっ

子供はお昼、これを食べているから、きょ

うは私の晩御飯はこれを避けようとかね、

いう配慮もあるんですよ。げんなりですよ

ね、わーい晩御飯何って、ええっ、これき

ょうは食べたみたいな話になるとちょっと

あれなんで、お弁当ですからね、いろいろ

小さいものが入っているのかもしれません

けど、大まかなものがあるならあるで、い

かがですか、あるのかないのか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  中学校は、今回、初めて給食というとこ

ろで、今度は中学生ですから、献立ごとの、

そのカロリーであるとか、それから使われ

ております、どういいますか、栄養素です

ね、そういった内容も業者には表示するよ

うに申してまして、それはどこへかといっ

たら、その献立表というところで、献立も

大体１カ月に２０回ぐらいが想定されるん

ですけども、せめて３カ月に１回、同じメ

ニューが回ってこないようなバリエーショ

ンをつけてほしいということでは、ちょっ

と要望しておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  すごいですね、我が家なら３カ月に１回、

同じもの出ないということあり得ないです

から、わあすばらしいです。はい、ぜひ頑

張って取り組んでいただきたいと思います。 

  では、私の質問はこれで終わらせていた

だきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  関連質問はございますか。 

  岩城重義議員。 

  残りは６分でございます。 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  指名いただきまして、関連質問をいたし

ます。４番の岩城でございます。 

  先ほど、橋本議員から質問があったんで

すけども、エスカレーター問題ですけども、

先ほどは、中井副町長だけのお答えを聞い

たんですけども、この際、町長のお考えを

お聞きをいたします。 

  質問の意味はわかりますでしょうか、お

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  具体的に申していただけますか。 

○４番（岩城重義君） 

  具体的に言いますと、エスカレーターと

エレベーターとの比較、検討について十分

に検討するかどうかということでございま

して、行政の責任ではないかという橋本議

員の指摘があったことについて、町長のお

考えをお聞かせ願います。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず、私の思いとしましては、エスカレ

ーターということでございますけれども、

先ほど、行政的にどうかという検証も必要

じゃないかということもございましたので、

そういったことにつきましては、一応、調

べてはまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  今、調べてまいるという、聞こえたよう

に思うんですけども、もう一度、はっきり

と言うていただいて、調べてまいるという

よりも、調べなければならないと私は考え

ております。これ今は９月議会ですけども、

これ町長の思いをかなえるためには、３月

には予算特別委員会が、これ入ってくるわ

けですね。これ今、調べますというふうふ

な問題の次元と違うと思うんですわ。町長

の思いを実現したい、するためには、やっ

ぱり予算特別委員会でこんだけ資料を考え

て比較しましたというね、資料を出さんこ

とにはね、これは町長の思いと違う方向に

行ってしまう可能性があるんでね、その辺、

もっとはっきりとお答えをいただけますよ

うお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然調べます。 

  以上でございます。 

  比較した資料を、比較してお調べいたし

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  これ担当部は建設ですね、部長のほうも

一回、ちょっとお答え願いたいんですけど、

同じ質問になりますけども。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 

  今、町長おっしゃったように、エスカレ

ーター、エレベーターについてのメリット、

デメリットの比較はいたします。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  これ、同じ質問になりますけども、総務

部長は、これは関係ないことでしょうか。

関係あるようでしたら、もう一度お答えを

いただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私の所管は、企画と財政等を持っており

ますので、当然、関係ないことはございま

せん。 

  今、町長と石田部長が答弁したとおり、

検討はしてまいるということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  その折にですね、検討の中にですよ、や
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っぱり経済比較をね、やっぱりしとかんと、

これなかなか、町長の思うようにですよ、

前へ進んでいかない可能性が出る可能性も

あるということですので、経済比較もせな

あかん、耐用年数かて、経済のうちになり

ますけどね、そのことをね、十分にやっぱ

り検討していただくということをお願いす

るわけでございますけども、町長、もう一

回最後にね、このやっぱり検討するねんや

と、十分にということをもう一度、しつこ

いようですけども、お答えをいただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずは、意思としては私はエスカレータ

ーを更新というふうに、まず考えています。

ただ、今、行政的な話もございましたので、

そういった比較については検証をいたしま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  ほんまに、私、大変大事な問題やと思っ

ております。これは、副町長も、そういう

認識で先ほどお答えされたんでね、認識し

てはることと思いますけども、その辺のこ

とをやっぱり十分に検討して、行政の責任

を果たしていただくこと、またこれ、しつ

こくお願いをいたしまして、私の質問を終

わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊民クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は４５分といたします。 

（午後６時３３分 休憩） 

（午後６時４５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、町政会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  よろしいですか。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  こんにちは。７番、永並啓です。 

  こんな時間になってしまいました。理事

者の方、傍聴の方、本当にお疲れさまです。

あと少しです。よろしくお願いいたします。 

  それでは、通告に従いまして、一般質問

をさせていただきたいと思います。 

  田中町長が誕生して、もうすぐ１年がた

とうとしています。ただ、まだ、この１年

を見る限り、私の感想では、まだあまりよ

い結果が出せていないんではないかという

ふうに感じてます。前も言ったんですけど、

非常に残念なのはアベノミクスの補助金で

すね。やはり箕面市との人口比からいって

も１０億円ぐらいは獲得できたんじゃない

かというふうに考えると、非常に残念で仕

方ありません。 

  今後、通学路の補正などは、豊能町とし

てやっていかなければいけない事業です。

やはりそこの部分が取れなかったというの

は、非常にもったいないなというふうに感

じています。 

  今、先ほどからありましたけど、光風台

駅前のエスカレーター、これがなぜ２６年、

２７年、こんだけ慌てているか、補助金が

あるからなんです。それもたった5,０００

～6,０００万円の補助金です。それのため

に、早期更新を住民の皆さんは必死で訴え

ているんですね。 
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  もし方や一方で、７億円ぐらい取り逃が

したというのがあったら、それは非常に悔

しいですよ。ぜひとも町長はじめ職員の方、

もっとがむしゃらにですね、これからＰＲ

事業でイメージキャラクターのことも言い

ますけど、がむしゃらに町政運営に邁進し

ていただきたいと思います。 

  まず、順序はちょっと異なりますけども、

教育問題についてからお伺いしたいと思い

ます。 

  いつも教育問題上げているんですけど、

若干、後ろのほうで時間足らずで聞けてな

い部分が多々ありますんで、やはり僕は豊

能町は教育の町を売りにしていかないとい

けないのかなというふうに考えております。 

  ただ、教育の町と言っても、正直申しま

して、今は教育に熱心な保護者がいる町と

いうふうに私は考えています。町長も教育

の町というのは、いろいろな場面で使われ

てます。以前、懸賞に応募するというよう

なことをおっしゃられました。今の段階で、

新しい教育長も来られました。教育の町を

ＰＲしていくために、どういったことをし

ていくのか、お考えをお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  教育行政を預かる者として、教育の町と

いうことをどう考えるかはちょっと置いて

といいますかね、どのように今後、進めた

いかというようなことに関して、考えを述

べたいと思います。 

  本町は、先ほどの、その学力調査の結果

もお伝えしたように、学校への取り組みが

大変、やっぱり頑張っておられてですね、

小さいころから丁寧な教育が、これまでは

続けられてきたというふうに感じています。

一人一人を大切にした教育も行われたとい

うふうに思います。それをより充実させた

いと思います。 

  次の視点を大切にして、今後、力を入れ

ていきたいと思っていることがあります。 

  １番目は、豊かな自然を生かすなどして、

体験的な教育といいますか、子供たちが体

験をしていって、心豊かな子供になるとい

ったようなことを、授業の工夫であります

とか、教材等の整備、あるいは地域の方々

の御協力などによって行いたい。 

  二つ目は、どの子にもよくわかる授業づ

くり進めて、子供たちの状態に応じて、今

日的な学力の向上というものを目指したい

ということです。これは、教員研修が重要

ですし、それから補完的指導といいますか、

そうしたことの必要性なども考えていく必

要があるかなと思っています。 

  それから、地域の方々と連携した教育を

進めていくということです。これは具体的

には、社会教育の団体ですね、この団体の

方々と、それから学校教育の連携を進めて

いって、行いたいということがあります。 

  それから、四つ目にですね、幼児期から

シームレスな対応を、より一層充実させた

いということであります。これは幼小中連

携、あるいは一貫性のある教育ということ

で、例えば、校種を越えて授業を行うとか。 

  あるいは校種を越えて教員を派遣し合う

といったようなことに取り組みながら、実

現したいと思っています。 

  現在の本町の教育だけではなくて、教育

にはさまざまな課題があるというふうに思

っていますが、これらの視点を基本にしな

がら、かつですね、国のほうで第２期の教

育振興計画が策定されました。 

  例えば、社会を生き抜く力を育成するの

だというようなキャッチフレーズが出てい

ます。こうしたことも、本町としても踏ま
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えながら、教育を充実させていきたいと考

えています。 

  以上でございます。ありがとうございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど、教育長が申しましたような方針

で進めてまいりたいと思います。また、そ

の中でも、やはりこの豊能町のよさという

のはＰＲしていく必要があると思っており

ます。 

  先日も吉川小学校がＮＨＫでも取り上げ

られたと、そういったことにつきましても、

ホームページでいち早く、いつから、何時

から、こういう吉川小学校、ＮＨＫで取り

上げられますよといったようなことを宣伝

したりでありますとか、そういったことも

当然してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  そういう、抽象的ではありますけども、

いわゆるそういった目標を持ってというの

は、非常に重要なことだと思います。ただ

いかに、それを具体的に実現させるのかと

いうのが必要だと思います。 

  例えば、教員の研修ですね、いわゆる先

生というのは、やはり同じ公務員の研修で

しか行わないんですね。今の学校教育って、

先生による差かすごい大きいんですよ。 

  例えば、誰々の先生に教えてもらったら

数学が好きになった、算数が好きになった

ね。これよく聞く言葉ですけど、すごい聞

き逃したらだめなんです。先生によって勉

強自体が好きにもなるし、嫌いにもなる。

だから、教員の皆さんの先生のレベルアッ

プが必要です。やはりそこでですね、例え

ば予備校とか塾の先生ね、やはりそういっ

たとこに研修に行くというのは、すごいい

いことだ思います。僕も通いましたけど、

やっぱり授業を引き込む力というのは持っ

てはるんですね。それも今、話題になって

ますよね。「いつやるのか、今でしょう」

とやりますよね。やはりそういうふうに引

き込む力というのは、そういう先生、仕事

にしてますからプロフェッショナルですよ。

やはりそういったとこに研修に行くという

のも、非常に重要だと思います。その点、

お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えいたします。 

  永並議員のおっしゃった機能としてとい

いますか、考え方としては、非常に納得で

きるとこがあります。先般も校長先生方に

ですね、お話をしていることなんですが、

似てることなんですけど、いい授業を目の

当たりにすること。つまり、いい授業を、

その先生が見ること。それはすごく重要な

ことなので、モデルとなる授業を見ること

は、とてもいいことなので、塾の方を活用

するかどうか、それはいろいろあるかもし

れませんけれども、日本のいい授業をやる

方をお呼びしてですね、そういうのを、こ

の町の先生たちが見られるような、そんな

機会を何とかできないものかというふうに

思っています。 

  そして、それで自分のやり方を振り返る

といったようなことを地道にといいますか、

ある意味ではショックかもしれませんけど、

そうしたことを含めて研修のあり方のよう

なことは充実させていかなくちゃいけない
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なというふうに思っております。ありがと

うございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それは、ぜひともやっていただきたい。 

  それともう１点はですね、以前、日下町

長時代にも提案させていただいたんですけ

ど、放課後の習い事は学校でということで

すね。 

  要は、学校のあいてる部分、１棟丸ごと

でもいいですし、そういったところに習い

事教室や塾などを誘致するんですね。正直、

先ほど教育のレベルが高い、確かに高いん

です。でもそれは豊能町が他市町村と違っ

て特徴ある教育をしたから高いんじゃない

んです。低かったものを豊能町教育行政に

よって上げたというものじゃないんです。

ここにいる保護者の方たちが一生懸命いろ

んなとこへ習い事に行かせたり、そういっ

たことをして高くなったということがある

んですね。 

  そしたら、そういった、その費用を減ら

すためにですね、そういったところを、学

校のあいてるとこに貸し出すと、それで大

幅に、家賃はもう無償でいいですよ。そう

することによって、毎月の月謝もほとんど

下げてもらうと、そしたら今まで教育にか

けていた費用が３万円で２カ所ぐらいしか

習い事に行けなかったのが、もしかしたら

３カ所、４カ所と行かすことができるかも

しれない。 

  もちろん、学校内にという問題あるかも

しれないですけど、全国を見ると学校の施

設内に特別養護老人ホームをつくって、い

ろんな高齢者とのコミュニケーションを図

っている自治体もありますから、いろいろ

考えればできることです。 

  ぜひとも、そういった工夫というか、そ

ういったことはできる、やるお考えはない

でしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えします。 

  学校の貸し出しなんですけれども、学校

教育法でですね、教育上支障がなく、かつ

公共性がある場合には貸し出すことができ

るという規定でありまして、いわゆる営利

を目的とした企業に、そのまま貸し出すと

いうことは、なかなか条件、無条件では一

般的には難しいということがまず言えます。 

  ですから、そこで工夫が必要だというこ

とで、幾つかの、東京の杉並区とか、箕面

市などでは、ある団体が、そうした補完的

授業を夜やって、そこで学校をかえると、

そこに例えば塾、塾の先生がいいかどうか

は、これはちょっと別にしまして、ボラン

ティアの方とか、それから退職した先生だ

とかいう方が来られてやっている例という

のがあるんですね。 

  これは、その必要性といいますか、ニー

ズ、中学生なんかは来てくれるかどうか、

トライしてみなくちゃわからないとこがあ

りますので、その必要性といいますか、ニ

ーズに応えられるかどうかというようなこ

とも含めて考えてみたいと思っています。 

  特にですね、成績が難しい子たちもおる

わけですね。その日の授業でもってわから

なかったとか、それが積み重なっていくと

つらいものがありますので、その子たちは

やっぱり、基本的には救うと言ったらなん

ですけども、その子たちを何とか来てもら

って、それでひっかかっている、つっかか

っている部分を解消していくような、そん

な取り組みが私は必要だというふうに思っ

てますので、その必要性を含めて、必要か
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どうかも含めて、考えみたいというふうに

思っています。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  とってもうれしい回答ありがとうござい

ます。 

  ５年前は、全く聞き入れられなかったと、

言ってる間にちょうど和田中で行われて、

先にしてたらもっと豊能町ＰＲできたかな

と、全国紙でも一面に取り上げられました

から、やはりスピード感を持つ、５年後や

から今、いろんなとこが、ちらほらとやり

出してます。やはり先進的に教育の町とい

うんであれば取り入れて、どんどんチャレ

ンジしていくという姿勢が必要かと思いま

すので、ぜひとも検討、いろんな検討をよ

ろしくお願いします。 

  続いては、学校の校長先生ですね、校長

先生の自由裁量で使える予算というのを、

ある程度、１００万円でもいいです。設け

てみてはどうかと、いわゆる校長先生って

いろんな思いがある人多いんですよ。でも、

お金がない、お金がないというのをすぐ聞

くんですね。何かやりたいけど金がない。

やはり特徴ある教育といったら、やはり校

長先生に１回渡してみて、いろいろコンペ

みたいな形でやってみて、それでいいとこ

ろは、いろんな学校に波及させたらいいか

なと、そういった試みはどうでしょう。検

討してみないでしょうか、お答え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  校長先生からの要望、私どもたくさんい

ただいております。 

  今、現状としましては、学校の学習の指

導要領、それから豊能町の教育指針、ここ

豊能町の方針である部分の制度上の制約、

それから町の予算編成方針、いろいろ制約

はあるんですけども、現状、各学校長から

学校運営に関する予算ニーズに応じて、教

育委員会でも、そのニーズに合った国、府

の予算を、補助金をいただいて、財源を活

用して各学校で取り組む事業として、校長

から内容をお聞きして、連携を密にしなが

ら、ある程度、各特色ある事業展開が可能

なような、予算要望をさせていただいてお

るところでございます。 

  例を例えれば、中学校で行っております

使える英語プロジェクト事業、それから昨

年から行っております、リレーうちどくの

事業、それから各小中学校で行っておりま

す放課後のわくわく教室の運営事業、こち

ら講師謝金のほうを配当させていただいて

おりまして、一定、各学校ごとの予算に関

しては需用費も含めて、校長の今現在は、

裁量権下にあるという認識でおります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ぜひともですね、校長先生に、そういう

権限と、やはり権限だけじゃなく、財源も

与えないといけないと思います。やはり、

そういうものを与えて、いろいろ自由にし

てもらって、それを、いいものは各学校に

してもらうということが必要だと思います

ので、ぜひとも今後、よろしくお願いしま

す。 

  あともう一個、教育問題については、文

化についてですね、文化の方針について、

私はユーベルの改修に当たり、予算のとき

ですかね、３月のときに文化の方針を出し

てくれということを言いました。一応、出

すと答えられましたので、どういった方針

を考えられたのか、町長かな、教育長かな、
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お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  本町は、私も思うんですけれども、独自

性のあるといいますか、そういう文化も育

んできておると考えております。今後とも、

そうした地域文化への理解というもの、町

民の方々の、深めるというようなこと。 

  そして、そのことを生かしながら、豊能

町の文化芸術といいますか、そうしたもの

を創造するといったような、大きな意味で

は、そのようなことが必要なのではないか

と、より一層充実させていくことが必要な

んではないかというふうな認識があります。 

  もう少し具体的に、そのことを進めてい

く上で、幾つか大切にしたいなと思うこと

があります。 

  一つはですね、すぐれた文化芸術、芸術

文化に触れる機会を提供するということで

す。潤いのある、実感できる。潤いを実感

できる心豊かな生活を実現していく上で重

要でもありますので、これはユーベルホー

ルの事業によって実現したいと、可能な限

り学校においてもそうしたことは行いたい

と思います。 

  二つ目には、町民の方々の芸術文化のモ

チベーションといいますか、取り組む動機

づけといいますか、やってみようというふ

うな、そういう思いを向上させるというこ

とです。 

  町民のモチベーションの向上というのは、

文化をつくり上げる上でとても重要な意味

があると思いますので、そのために町民の

方々のすぐれた作品を積極的に公表すると

いったようなことなども考えられないかと

思っています。 

  三つ目に、文化活動の場の提供です。こ

れは町内で多くのですね、文化芸術活動が

行われておりまして、その活動の場、発表

の場としてユーベルホールのほか、公民館

等を利便よく、利便性よく提供すると、そ

ういう取り組みが必要ではないかと考えて

います。 

  四つ目には、この地の文化財の保護、あ

るいは活用であります。これは本町でもで

すね、本町においても国においてもといい

ますか、現在に生きる我々の重要な責務の

一つであると考えています。必要な調査と、

それから、その成果の公表ということを行

っていく必要があろうかと思います。 

  なお、ユーベルホールの方針については、

先ほどの御質問にお答えしましたけれども、

大規模改修を行っておりまして、それを生

かして新館長を選任して、音響効果を生か

した音楽ホールとして、それを基本理念と

して舞台芸術を、よりよい舞台芸術を提供

していきたいと、こういったことが文化芸

術を進めていくという観点からの方針とし

て御理解いただければありがたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  やはり、それもどのように進めるか。例

えば、５年後、１０年後どういった文化を、

子供たちであり、住民の皆さんに根づかせ

るかという具体的な試みが必要なのかなと。 

  １点、ユーベルについてですけども、ユ

ーベルは発表、見る場ですね。やはりこれ

からは、自分たちも体験できるような試み

というのを、５００しかないけども、その

場所に、ユーベルに行けば、見るだけじゃ

なく体験できるよ、そういったことをすれ

ば、まだちょっとここの嗜好が変わって呼

び込むことができるのかなと、同じことを
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していても来ないですよ。アクセスが悪い

から来ないんじゃないです。同じものがほ

かの町にあるから来ないんですよ。そこを

理解されないと、幾らアクセスが悪いとい

うところは、僕は言いわけにしかならない

と思います。そこのところはしっかりと考

えて。 

  あとは、私が大人になって思ったのは、

子供のころ豊能町で育ちましたけど、正直、

伝統文化全く触れてないんですね。歌舞伎

も見てない、見たことがない。落語もあん

まり見たことがない。やはり豊能町で育っ

た子供には一度ぐらいは伝統文化に触れて

もらうということがあってもいいんじゃな

いかなと、そういった方向もあると思う。 

  それともう１点は、地域の方と小学生の

方の子供たちの交流を図るという意味で、

僕、何回か言っているんですけど、豊能ミ

ュージアム構想ですね。今は小学校に行か

ないと、学校に行かないと作品を見ること

ができない。それをいろんな場所、駅、学

校、道路とかですね、ショーケースをつく

って、それを展示する。歩きながら作品を

見ることができる。そうすることによって、

学校では、こんな活動をしているんだなと

いうことに認識を、地域とのつながりも深

めることができる。いわゆるこうしたいろ

んな角度から具体策を持って文化を根づか

せていくという試みをしないと、ユーベル

だけをちょっと盛り上げると言っても、お

っしゃられてたように５００席ですから収

支を考えると絶対うまくいかないんですよ。 

  それ以上に、豊能町の住民の皆さんに、

こんな文化を根づかせるということを目標

に掲げないと、また赤字になったらね、や

めようか、どうしようかという議論になっ

てしまうんですよ。そういうのを避けるた

めにも、最初の段階で、本当は僕は館長を

呼ぶ前になったんですけど、館長を呼ぶ前

に本当は方針をつくって、この方針の実現

のために、段階的に、こういった人を呼ぶ

んだということが、僕はつくっていただき

たかったということなので、今後も、そう

いったことを念頭に置いて、文化の方向性

を考えていただきたいと思います。 

  一応、幾つか提案しましたけど、そのこ

とについてお考えだけお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答え申し上げます。 

  本当に一つかもしれませんけども、大変

申しわけありません。 

  今回の館長ですが、例えばですけど、先

ほどちょっと申し上げましたけれども、Ｎ

ＨＫの関係のキャラを、キャラクターを呼

んで来てですね、そして幼児中心に集めて、

そして舞台で、そういった類いの、飛んだ

りはねたりというのがあるんですけども、

その中で先ほど言った、体験的な活動をそ

こで、活動というか、体験的な動きをさせ

ようという、そういう今の企画を、どうも

考えているようでありまして、そうしたこ

とは新館長、非常に得意なので、少なくと

も今の伝統芸能もそうなんですけども、上

に上がって太鼓をたたくとか、笛吹くとか

って、そういうような類いのことは実現し

てくれると思います。 

  その５年、１０年先の、その文化につい

ては、なかなか難しいんですけれども、い

ろんな方々と、担当部署が教育委員会も当

然、深く関与しますので、それについては

議員の提案を受けて、少し時間がかかるか

もしれませんけれども、皆さんとも、議員

の方々とも考えを共有しながらですね、こ

の町の、その文化の姿というものを形づく

っていきたいなというふうに思います。よ
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ろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それではよろしくお願いします。大変期

待しておりますんで。 

  じゃあ、続きまして情報発信、まちおこ

しについてです、他市町村からの定住化を

どのように促進するかということですけど

も、やはり若い世代を呼び込むということ

が豊能町は急務なのかなというふうに考え

てます。 

  町長は、消費税が上がる前にということ

をおっしゃられてました。私はその言葉を

期待、大変期待しているんですよ。その証

拠に、４月から６月期の大手不動産２社が

最高益ですね、過去最高益を更新していま

す。５社のうち４社が増収、増益で２社が

過去最高益です。それだけ不動産が売れて

いるんです。 

  今のタイミングで豊能町を売らないと、

もうしばらく売れなくなるんです。という

のは、昔は不動産の価値が上がりました。

住んでるとこを売って、そのお金をもとに

新しいとこへ住みかえるということができ

ました。でも今は、不動産も消耗品です。

買った瞬間に下落が始まります。だから、

一生一回の買い物であるという人は非常に

多いんですね、だから、このチャンスで何

か仕掛けをしないといけないと思います。

でも、そこら辺の仕掛けが、町長は発言さ

れているんですけど、それが予算面とか、

その実行のところにはあまり見えてこない

んですね。僕は、それは非常に残念な思い

であります。 

  きのうからの答弁を聞いてても、どちら

かというと今の姿勢って待ちなんですね。

待ってて何かする、総合マスタープランに

しても何か整備をして来てくれる企業を探

すとか、じゃなくてどういった企業ならい

いのかという、こっちから見てこっちから

アプローチをかけないと、豊能町になんて

来ないですからね。 

  じゃあ一つ、近々、履正社大学来られま

すね。そしたら現在、どういう働きかけを

されているのかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  履正社大学へのアプローチでございます。

それにつきましては、教育委員会とともど

もに、私も履正社大学のほうに参りまして、

豊能町にできることありませんかというよ

うなことも提案もお聞きしましたし、大学

にも豊能町にとってよいことをしてほしい

というようなことを情報交換をしたという

ところでございますけども、まだ具体に、

こうしましょう、ああしましょうという段

階には至っておりませんが、今後とも大学

の準備室と情報交換をしながら、お互いに

とってよいことを取り組んでいきましょう

というところは合意をしておるというとこ

ろでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  そういう意見交換じゃなくて、こっちが

調べて、今、大学ってね、すごい生き残り

をかけているんです。 

  だから、例えば学食とかをレストランの

シェフに来てもらったりとか、いろんな工

夫を凝らして学生の獲得に必死なんですね。

だから、そういったことは要りませんか、

こういったのはどうですかって、こちらか

ら何か提案をしていくような交流をしない

と、どんなもんでっしゃろう、こんなもん

あったらいいですかねって、向こうの言う
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のを待ってたら、周りに取られてしまいま

すよ。絶対必要なもんじゃないですか。食

堂であったりとか、住むところであったり

とか、だけどそこは、例えば空き家の部分

を借り上げて、何人かで住めるようなちょ

っとしたリフォームをするとか、いろんな

ことを提案できると思いますよ。 

  それをこっちからプランを持っていかな

いと、何が要りますかなんて、何も出てき

ませんって、ぜひとも、そういったこと、

角度でお願いしたいと思いますが、やはり

総務部長ですか、答弁お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほどの答弁で、詳しく申し上げなかっ

たんですけども、まあ大学との意見交換の

中では、送迎バスを走らせますかと聞いて、

いや走らせる予定はないということでした

ので、そしたら交通の便としては、千里中

央から大学へというよりも、ときわ台とか

光風台、妙見口の駅から大学に行くほうが

便利ですわねと。そうなると学生たちは豊

能町に住むか、もしくは能勢電沿線に住む

ことになりますよねというようなことも話

をして、そしたら、やっぱり交通の便をよ

くするために、私たちも頑張りますという

ような話をしてみたり、あとは学生が住む

というような環境に豊能町はないので、不

動産屋さんとか、住宅を持っていらっしゃ

る方に協力をお願いをしまして、アパート

は今ありませんが、シェアハウスというよ

うなものもできないかということで、それ

らは業界に方々に働きかけていくというこ

とも大学のほうに、ともどもやりましょう

ねというような話もしておりますし、何と

か学生に住んでいただく、学生に通過をし

ていただくというようなこともやっていき

たいということです。 

  学生さんが住んだからといって税収がふ

えるわけではないんですけども、やっぱり

学生が住むと、学生が駅を利用する、通過

するということについては、活性化につな

がりますということでございますので、何

とか豊能町に住んでもらう、通過してもら

う、交通を利用してもらうということをや

っていきたいと。 

  また、食堂につきましても、食堂をつく

りますかいうことを聞きましたが、食堂に

ついてはつくるつもりであるというような

ことをおっしゃっていました。 

  そしたら、まあ豊能町内の業者もレスト

ランをやっておられる方もあるので、紹介

することもできるのかなというふうに考え

ておりますけども、まだ、大学のほうも、

その辺、どんな業者を入れようとか、そこ

までは考えていらっしゃらないのかもわか

りませんので、具体な話はできておりませ

んけども、そういう大学の整備、施設、交

通、住宅問題、コンビニをつくるとか、つ

くらない。そんなことについては、今後と

も情報交換をして、具体的に一つずつでき

ること、できないことを申し上げて、大学

に我々がやってもらえること、これも大学

にお願いをして、何とか、ともどもにいい

ものができたらなというところでございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  力強い答弁、ありがとうございます。ぜ

ひとも具体的にですね、持って、それを進

めていただきたい。 

  あとは、大学は来るんです。やっぱり教

育委員会との連携をしないと、子供たちと

のかかわり合いとか、中学校とのかかわり

合い、小学生とのかかわり合い、そこら辺
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も連携して大学の方とコミュニケーション

をとったり、いろんな、教えてもらったり

とか、そういう定期的な交流とか図れると

か、いろんなことをいっぱい出してくださ

い。向こうは選択肢があるほうがいいんで

すもん。あれば選ぶことができますから、

たくさんのアイデア、かたい頭とおっしゃ

られましたけど、もうやわらかくしていっ

ぱい提案もしますから、ぜひともお願いし

ます。 

  続きまして、イメージキャラクターです

ね、創出事業。これは非常に残念ですね。

６月のときも言いましたが、これは二つの

判断基準があると言いました。 

  一つは、このイベントが終了したときで

すね、それと、その後の展開のところ、う

まくいくかとどうかですねも、その二つの

判断基準がありました。 

  まず、イベントが成功するか、正直、町

民総選挙といいながら投票率一けたでした

ね。やはり明らかに失敗かなと、そしたら、

じゃあこの投票率ね、投票率が悪いなとい

うのはどの段階で把握されたのか、期間あ

る一定ありましたよね。途中で把握された

んじゃないのかなと思うんですが、それは

いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  最終的に投票率がわかりましたのは、当

然、投票期間終了後でございますけども、

かんばしくないということは、投票期間中

もわかっておったと。数を数えておったわ

けではないので、何％とかなんていうこと

はわからなかったわけでございますけども、

あんまりふえてこないなということは感じ

ておりました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  やはり、それを感じたときにどういうふ

うに修正していくかというのが必要だと思

いますよ。僕は常に事業計画出してくれと

言います。 

  だから例えば、これを何年間でこういう

レベルまで持っていきます。それができな

かったら、予算突っ込んで、お金突っ込ん

ででも、それ目指すようにするのか、撤退

するのか、そういうのを先につくっておか

ないと、芳しくないなだけで終わってしま

いましたよね。僕は正直、すごいがっかり

なんですよ。予算特別委員会のとき、すご

い力説してましたよ。何としてもやりたい。

投票率１００％を目指したいんだと、それ

で僕は期待したんです。 

  そしたらね、投票率が悪かったときに、

何で１軒、１軒回らへんのですか。こんの

ことをしているんですよと、どうですか、

投票してもらいましたか。僕は、それがあ

ってもいいのかなというふうに思いますが、

それに関しては、これからね、いろんなイ

ベントがあるときに、僕はもっと、ここの

役場にいるんじゃなくて、いろんなとこに

出て、もっと直接訴えかけたら、ああそん

なん知らんかったわ、どれがいいかな、こ

れにしようかみたいな人も絶対いはるんで

すよ。僕、そういった試みが見えないから、

必死さが伝わらへんのですよ。 

  僕は、そういったこと、これからの事業

をする上で生かさないといけないと思いま

すけど、そこについてはいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かにおっしゃるとおりで、投票率、あ

んまりよろしくないなというときに、住民
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さんに直接訴える、そういうＰＲの活動を

しなかったということはたしかでございま

す。後から思えば、インターネット投票で

あるとか、それから、先ほど井川議員もお

っしゃってましたけども、一人１票でよか

ったのかなとかいうようなことも思います

し、選定委員の方にも指摘されたのは、後

からでしたけども、スーパーとかコンビニ

でも投票できるというようなことをしたら

よかったんと違うかとか、後になって考え

れば、ああすればよかった、こうすればよ

かったというようなことは、たくさんござ

いますけども、こういう反省点につきまし

ては、今後また、こういう活動をすること

があれば、生かしていきたいというふうに

考えておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  それはね、これまでも何回か企画をやっ

ているんですよ、二世帯住宅助成金もそう

でした。川西能勢口駅でのＰＲの看板もそ

うでした。とりあえず、ただやからつくり

ましたですよ、看板については。じゃあそ

の効果がどうだったのか、そういった検証

もないですよ。二世帯住宅助成金もそうで

した。うまくいかなかったですよね、結果

的に。それの検証とかも、今はするという

んですけど、それがないんですと。やはり

町長ね、そこら辺の指導というのはしっか

りしていかないといけないと思いますよ。

町長は、やる気が出る、職員にやる気を起

こさせる環境をつくる。それはやった人は

持ち上げる。じゃあ逆にうまくいかなかっ

た人はどうするのか、それは厳しい対応を

とる場合もありますよ。だからこそ、失敗

しないように、このままじゃいけないなと

思ったら、いろんなとこを歩いて投票して

くださいというふうな行動に変わるんじゃ

ないですか。何か今は失敗しても、何か報

告したら、それでいいだけに見えてしまう

んですよ。だって、何もないでしょう。 

  やはり評価というのは、プラスもありマ

イナスもないと、プラスだけの評価なんて

評価じゃないですよ。やはり、そういった

ところをお考えはないのか、お聞かせくだ

さい。 

  町長、お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  まず、ＰＲの問題ですけれども、私、一

応、各お祭り、イベント、そういったとこ

ろ、住民の方に出られるときに関しまして

は、イメージキャラクターの宣伝はしてま

いってきたということでございます。それ

が、まず１点、これは極力やってまいりま

した。それが一つ。 

  それと、もう一つは今、申されましたの

は評価の話ですけれども、こちらにつきま

しても今後、人事評価ということで、当然、

今、これも当初申し上げましたけれど、目

標管理ということで、目標を今、掲げてい

ただいているということもありますから、

そういったことも含めまして、今後、人事

の評価の中で考えていきたいと思っており

ます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  違いますやん、町長、いろんな祭りで宣

伝してたんは知ってますよ、だから、今ま

で総務部長が言ってたこと、まだ、戻っち

ゃうんですよ。それだったけど、結果的に
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途中の段階で投票率悪かったですよね。そ

したら、そこで、どういう修正をするかな

んです。やってましたというんじゃなくて、

やってきました。それは総務部長から聞い

ています。いろんなこと取り組んでました、

ホームページ、能勢電、いろんなとこをし

ました。でも結果的に、途中の段階でだめ

なことがわかった。私が言っているのは、

その段階で何らかの修正がなかったのかと

いうことです。だから、それを最初の段階

で決めておく必要があると言っているんで

す。 

  それは今後、何かする場合、常に絶対必

要です。どんな事業をするにおいても、や

はり目標管理、町長、言われますけど、職

員にそれをされるんであれば、町長自身の

目標は、やはり数値目標を設定するべきで

す。そうしないと、いや我々は設定された

けど、町長はどうなのとなりますよ。やは

り町長自身が定住化、目標ですよ、実現で

きるかどうかは、また、別の話、これだけ

の人数をするんだ、定住化促進するんだ、

空き家を減らすんだ、何らかの数値目標と

いうのは立てないと、職員の方のモチベー

ションというものは絶対下がりますって、

そこら辺はいかがお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、先般から、私、

お答えいたしておりますように、まずは所

信表明ということで４年間の目標を出させ

ていただきました。それと毎年、今年度２

５年度でしたら、２５年度ということで方

針ということで、これ出させていただいて

おりますので、毎年度こういった形で具体

的な形では出させていただいておるところ

でございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  いや具体的には出てないですよ、僕が聞

いてるのは数値目標ですから、やはりそう

いう抽象的な目標でなくて、やはりはっき

りとした、誰もが見てもわかるような目標

は、僕は要ると思います。 

  あと最後になりすけど、ＰＲに関して、

やはり一番の問題は職員の方、豊能町から

出ないんですよ、やはりこれ、ゆるキャラ

をつくりましたよね、着ぐるみつくるんで

すよね、私はつくってほしくないですけど、

つくるんですよね。つくったら、大阪市内

に行って、いろんなところがイベントして

ますよね、そこで豊能町という町、こんな

町ありますよと、町長自身がはっぴ着て、

どうですか、不動産価格1,０００万円で一

軒家買えますよ、こんなおいしい野菜あり

ますよ、今、アンケートに答えてくれたら1,

０００円分の野菜プレゼントしますよ。こ

れでアンケート、いっぱいとれますって、

簡単なんです。１日あったら大阪市内で５

０人ぐらいのアンケートをとれますって、

そら中には断れますよ。ぜひとも、それを

していただきたい。最後に、それを町長に

お答えいただいて終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  イメージキャラクター、こちらにつきま

しては、一緒にはっぴも着て、それはもと

もとやる予定でおります。また、アンケー

トとかにつきましては、また、私は私なり
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に今、いい方法ということで、この前も申

しましたように、例えば不動産、住宅展示

場、そういったところで直接営業したりで

ありますとか、そういったことは、これま

でやってきたというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ありがとうございました。 

  それでは時間になりましたので、終わり

ます。長時間ありがとうございました。皆

さん、お疲れさまでした。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、町政会の一般質問を終わります。 

  以上で、一般質問を終わります。 

  この際、ほんの少し暫時休憩させてもら

って、引き続き日程第２に移りたいと思い

ますので、少々、その場でお待ちください。 

（午後７時２６分 休憩） 

（午後７時２７分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２、第１号認定から第８号認定ま

でを議題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、決算特別委員会に付託いた

しますので、大綱のみお願いいたします。 

  なお、御承知でございますが、質疑は議

題になっている事件に対して行われるもの

でありますから、現に議題になっていなけ

ればなりません。また、議題に関係のない

ことを聞くことはできないと、このように

規定されておりますので、この点、十分に

御協力をいただくよう、お願い申し上げま

す。 

  第１号認定から第８号認定までの８件に

対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第１号認定から第８号認定までは、６人

の委員をもって構成する決算特別委員会を

設置し、第１号認定から第８号認定までは、

お手元に配付いたしております付託表のと

おり、決算特別委員会に付託の上、審査す

ることにいたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第１号認定から第８号認定まで

は、お手元に配付いたしております付託表

のとおり決算特別委員会に付託の上、審査

することに決定いたしました。 

  ただいま設置いたしました決算特別委員

会の委員の選任につきましては、委員会条

例第７条第１項の規定により、決算特別委

員会委員に橋本謙司議員、岩城重義議員、

山下忠志議員、永並啓議員、西岡義克議員、

川上勲議員、以上６名を、それぞれ指名し

たいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました６名

の議員を決算特別委員会委員に選任するこ

とに決定しました。 

  ただいま選任いたしました６名の決算特

別委員会委員の互選により、委員長に岩城

重義議員、副委員長に永並啓議員が選出さ

れました。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、９月５日、午後１時より会議を
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開きます。 

  どうも、本日は長時間、御苦労さまでご

ざいました。 

 

散会 午後７時３０分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第１号認定 平成２４年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第２号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出 

      決算の認定について 

第３号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定歳 

      入歳出決算の認定について 

第４号認定 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

      認定について 

第５号認定 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決算 

      の認定について 

第６号認定 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 

      について 

第７号認定 平成２４年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算 

      の認定について 

第８号認定 平成２４年度豊能町水道事業会計決算の認定について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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